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フ
ル
ー
ツ
王
国
へ
よ
う
こ
そ

さ
く
ら
ん
ぼ
狩
り
の
園
地
に
は
、
県
内
外
か
ら
多
く
の

来
場
者
が
訪
れ
、
赤
い
宝
石
の
味
覚
を
満
喫
し
ま
し
た
。
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　気象庁では、 ８月30日から特別警報の運用を開始します。
特別警報とは何か、また、特別警報が発表されたときに私たちは、

どのような行動をとらなければならないのでしょうか。

命を守る行動を
平成23年9月の台風第15号により福地地区の国道104号が冠水

特別警報が始まります

議
院
お
よ
び
参
議
院

で
の
審
議
を
経
て
平

成　

年
̑
月　

日
、

25

31

「
気
象
業
務
法
及
び
国
土
交
通
省

設
置
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
」
が
公
布
さ
れ
ま
し
た
。

　

私
達
が
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
で
情
報
を
入

手
す
る
気
象
情
報
等
に
は
注
意
報

と
警
報
が
あ
り
ま
す
が
、
今
回
の

法
律
の
一
部
改
正
に
よ
っ
て
気
象

庁
で
は
、
今
月　

日
か
ら
新
た
な

30

気
象
情
報
等
と
し
て「
特
別
警
報
」

を
発
表
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。

　

現
在
、
気
象
庁
か
ら
発
表
さ
れ

る
気
象
情
報
等
は
、
災
害
が
起
こ

る
お
そ
れ
が
あ
る
と
き
に
発
表
さ

れ
る
「
注
意
報
」、
重
大
な
災
害
が

起
こ
る
お
そ
れ
の
あ
る
と
き
に
発

表
さ
れ
る
「
警
報
」
が
あ
り
ま
す

が
、
新
た
に
運
用
が
開
始
さ
れ
る

特
別
警
報
は
、
予
想
さ
れ
る
現
象

が
特
に
異
常
で
あ
る
た
め
、
重
大

な
災
害
の
起
こ
る
お
そ
れ
が
著
し

く
大
き
い
場
合
、
つ
ま
り
、
通
常

の
警
報
基
準
を
は
る
か
に
超
え
る

現
象
に
対
し
て
発
表
さ
れ
る
も
の

な
の
で
す
。

衆
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災
害
に
対
す
る
危
機
感
を
伝
達

　

気
象
庁
で
は
、
平
成　

年
の
東

23

日
本
大
震
災
の
際
、
津
波
警
報
等

を
発
表
し
ま
し
た
が
、
必
ず
し
も

住
民
の
迅
速
な
避
難
に
つ
な
が
ら

な
か
っ
た
例
が
あ
っ
た
と
し
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
同
年
の
台
風
第　

号
で

12

は
、
警
報
に
よ
り
重
大
な
災
害
へ

の
警
戒
を
呼
び
掛
け
た
も
の
の
、

災
害
発
生
の
危
険
性
が
と
て
も
高

い
こ
と
を
有
効
に
伝
え
る
手
段
が

な
く
、
豪
雨
に
よ
っ
て
紀
伊
半
島

（
和
歌
山
県
、
奈
良
県
、
三
重
県
）

を
中
心
に
浸
水
や
土
砂
災
害
な
ど

甚
大
な
被
害
が
発
生
。
全
国
で
死

者
が　

人
を
超
え
る
大
惨
事
と
な

50

り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
を
は
じ
め
と
す
る
災
害

を
踏
ま
え
気
象
庁
は
、
今
後
い
つ

発
生
し
て
も
お
か
し
く
な
い
重
大

な
災
害
に
対
応
す
る
た
め
の
対
策

が
必
要
で
あ
る
と
考
え
、
災
害
に

対
す
る
危
機
感
を
自
治
体
や
国
民

な
ど
に
分
か
り
や
す
く
確
実
に
伝

達
し
よ
う
と
、
特
別
警
報
の
運
用

を
決
め
た
の
で
す
。

　気象庁は、気象等に関する特
別警報の発表基準などを設定し
ました。その目安となる各市町

気象等に関する特別警報

村の降雨量（３時間毎、48時間
毎）や、地中にしみ込んでいる
水分量を指数化した土壌雨量指

数、観測地点ごとの積雪量など
の数値が、気象庁のホームペー
ジに公表される予定です。

対象事例発表区域発表基準現象の種類

台風第12号（平成23年８月
〜９月）

市町村単位

台風や集中豪雨により数十年に一度の降雨量となる大雨が予想さ
れ、若しくは、数十年に一度の強度の台風や同程度の温帯低気圧
により大雨になると予想される場合です。

大雨

地面現象※

伊勢湾台風（昭和34年９月）

暴風が吹くと予想される場合です。数十年に一度の強
度の台風や同程度
の温帯低気圧によ
り

暴風

高潮になると予想される場合です。高潮

高波になると予想される場合です。波浪

数十年に一度の強度の台風と同程度の温帯低気圧により雪を伴う
暴風が吹くと予想される場合です。暴風雪

昭和56年豪雪数十年に一度の降雪量となる大雪が予想される場合です。大雪

※地面現象については、現在の警報と同様に大雨特別警報に含めて「大雨特別警報（土砂災害）」として発表します。

津波に関する特別警報 地震動に関する特別警報火山に関する特別警報

発表方法　現在の大津波警報が、特別
警報になります。
発表基準　高い所で３ｍを超える津波
が予想される場合です。
発表区域　津波予報区（概ね都道府県
と同様の区域割）単位
対象事例　東北地方太平洋沖地震（平
成23年３月）

発表方法　噴火警報（居住地域）が、
特別警報になります。

発表基準　居住地域に重大な被害を及
ぼす噴火が予想される場合です。

発表区域　市町村単位
対象事例　三宅島（平成12年９月）

発表方法　現在の緊急地震速報（警報）
の震度６弱以上を予想したものが、
特別警報になります。

発表基準　震度６弱以上の大きさの震
度動が予想される場合です。

発表区域　細分区域（概ね都道府県を
いくつかに分割したもの）単位

対象事例　東北地方太平洋沖地震（平
成23年３月）

（特別警報運用後）（特別警報運用前）

予報

注意報

警報

予報

注意報

警報

津波予報

津波注意報

津波警報

大津波警報

津波予報

津波注意報

津波警報

大津波警報特別
警報

若干の海面変動
津波無し

20cm

1m超

3m超

1m

3m

予報

警報

特別
警報

（特別警報運用後）（特別警報運用前）

噴火
予報

（火山周辺）

噴火
警報

（居住地区）

噴火
警報

噴火
予報

（火山周辺）

噴火
警報

（居住地区）

噴火
警報

予警報 予警報
（特別警報運用後）（特別警報運用前）

予報

警報

予報

警報

緊急地震
速報（予報）

緊急地震
速報（警報）

緊急地震
速報（予報）

緊急地震
速報（警報）

特別
警報

震度3以上or
M3.5以上

震度6弱以上

震度5弱以上
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気象警報等発表時における市町村や住民の対応例

住民の行動市町村の対応
気象警報などの種類

大雪暴風雪波浪高潮暴風
大雨

（浸水害）（土砂災害）

・直ちに命を守る行動をとる（避
難所へ避難するか、外出するこ
とが危険な場合は家の中で安全
な場所にとどまる）

・直ちに最善を尽くして身を守る
よう住民に呼びかけ

・特別警報が発表され非常に危険
な状況であることの住民の周知

大雪
特別
警報

暴風雪
特別
警報

波浪
特別
警報

高潮
特別
警報

暴風
特別
警報

大雨
特別警報
（浸水害）

大雨
特別警報

（土砂災害）

特別警報
（重大な災
害の起こる
おそれが著
しく大きい）

・早めの自主避難、又は市町村の
勧告・指示による避難

・暴風警報については、安全な場
所に避難

・日頃と異なったことがあれば、
市役所などへ通報

・危険な場所に近づかない
・避難の準備をする

・避難の呼びかけ
・必要地域に避難勧告・指示
・応急対応態勢確立
・必要地域に避難準備（要援護者
避難）情報

・避難場所の準備、開設
・警報の住民への周知

大雪
警報

暴風雪
警報

波浪
警報

高潮
警報

暴風
警報

大雨警報
（浸水害）

大雨警報
（土砂災害）

警報
（重大な災
害の起こる
おそれ）

・非常持出品の点検
・避難場所の確認
・窓や雨戸など家の外の点検
・テレビ、ラジオ、気象庁ＨＰな
どから最新の気象情報を入手

・気象情報に気をつける

・警戒すべき区域の巡回
・注意呼びかけ
・気象情報や雨量の状況を収集
・担当職員の連絡態勢確立

大雪
注意報

風雪
注意報

波浪
注意報

高潮
注意報

強風
注意報大雨注意報

注意報
（災害の起
こるおそれ）

土
砂
災
害
警
戒
情
報

発
表
頻
度
は
数
十
年
に
一
度

　

気
象
に
関
す
る
特
別
警
報
は
、

大
雨
、
暴
風
、
高
潮
、
波
浪
、
暴

風
雪
、
大
雪
の
̒
種
類
。
い
ず
れ

も
「
○
○
特
別
警
報
」
と
発
表
さ

れ
ま
す
。
地
震
、
津
波
、
火
山
噴

火
の
特
別
警
報
は
、
現
在
の
警
報

の
一
定
レ
ベ
ル
以
上
の
も
の
を
特

別
警
報
に
位
置
づ
け
る
も
の
で
、

地
震
特
別
警
報
の
よ
う
に
名
称
の

変
更
は
行
わ
な
い
も
の
で
す
。

　

気
象
庁
で
は
、
大
雨
な
ど
気
象

関
連
で
の
特
別
警
報
の
発
表
頻
度

は
、
過
去
の
デ
ー
タ
か
ら
数
十
年

に
一
度
と
予
想
し
て
い
ま
す
。

　

特
別
警
報
の
発
表
は
、
そ
れ
ほ

ど
危
機
が
身
近
に
迫
っ
て
い
る
と

い
う
こ
と
な
の
で
す
。

身
を
守
る
た
め
の
最
善
を

　

特
別
警
報
が
発
表
さ
れ
た
ら
私

達
は
、
身
を
守
る
た
め
に
最
善
を

尽
く
さ
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　

特
別
警
報
は
、
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ

オ
な
ど
を
通
じ
て
み
な
さ
ん
に
伝

え
ら
れ
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
町
で

も
防
災
行
政
無
線
や
広
報
車
な
ど

の
手
段
を
使
っ
て
周
知
す
る
予
定

で
す
の
で
、
特
別
警
報
が
発
表
さ

れ
た
場
合
は
、
こ
れ
ま
で
経
験
し

た
こ
と
の
な
い
よ
う
な
異
常
な
現

象
が
起
こ
る
か
も
し
れ
な
い
と
い

う
こ
と
を
念
頭
に
、
早
目
の
避
難

を
す
る
な
ど
、
自
分
そ
し
て
家
族

の
命
を
守
る
行
動
を
と
る
よ
う
に

し
て
く
だ
さ
い
。

　

気
象
庁
で
は
、
特
別
警
報
発
表

に
あ
た
っ
て
発
表
基
準
を
定
め
、

市
町
村
ご
と
に
特
に
異
常
な
現
象

に
相
当
す
る
雨
量
等
の
目
安
を
、

気
象
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表

す
る
予
定
で
す
。

特
別
警
報
は
広
め
に
発
表

　

特
別
警
報
は
こ
れ
ま
で
の
警
報

等
と
同
様
、
市
町
村
ご
と
に
発
表

さ
れ
る
も
の
で
す
が
、
気
象
庁
で

は
、
台
風
な
ど
の
場
合
は
県
全
体

に
発
表
す
る
こ
と
が
あ
る
と
し
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
例
え
ば
あ
る
市
町
村
が

大
雨
特
別
警
報
に
該
当
す
る
場

合
、
注
意
報
が
発
表
さ
れ
て
い
る

市
町
村
は
そ
の
ま
ま
に
、
県
内
に

発
表
さ
れ
て
い
る
大
雨
警
報
は
全

て
大
雨
特
別
警
報
に
格
上
げ
さ
れ

て
発
表
さ
れ
ま
す
。
つ
ま
り
、
同

じ
気
象
の
種
類
で
は
特
別
警
報
と

警
報
は
混
在
し
な
い
の
で
す
。
特

別
警
報
が
発
表
さ
れ
る
ほ
ど
の
異

常
な
現
象
は
、
あ
る
程
度
広
い
領

域
に
発
生
し
、
周
辺
の
市
町
村
に

も
同
様
の
事
態
が
起
こ
り
得
る
た

め
、
早
目
の
警
戒
を
呼
び
か
け
る

と
い
う
気
象
庁
の
考
え
に
よ
る
も

の
な
の
で
す
。

警
報
で
も
油
断
は
禁
物

　

特
別
警
報
の
運
用
に
あ
た
っ
て

注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

12：000：0012：000：00

降　

水　

量

特
別
警
報

警
報

大
雨
が
継
続

大雨特別警報が発表されるイメージ

警報発表後も大雨が継続的に降り続き、降
水量が警報基準を大きく上回るようなとき
に、大雨特別警報が発表されます。
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この記事は、７月23日現在の情報で作成したものです。

平成23年9月の台風第15号
により農地が冠水

インタビュー

命を守る最後の切り札

は
、
こ
れ
ま
で
の
警
報
は
格
下
げ

で
は
な
く
、
特
別
警
報
が
上
位
に

新
設
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

平
成　

年
̕
月
、
南
部
町
は
台

23

風
第　

号
の
影
響
に
よ
っ
て
、
災

15

害
救
助
法
の
適
用
を
受
け
る
ほ

ど
、
過
去
に
例
の
な
い
被
害
を
受

け
ま
し
た
。
あ
の
と
き
の
台
風
は

特
別
警
報
に
該
当
す
る
か
と
い
う

問
い
に
対
し
、
安
ヶ
平
防
災
気
象

官
の
回
答
は
「
宮
城
県
な
ど
で
は

特
別
警
報
に
該
当
し
た
と
み
ら
れ

る
が
、
南
部
町
を
襲
っ
た
大
雨

は
、
特
別
警
報
発
表
の
目
安
を
下

回
っ
て
い
た
」と
の
こ
と
で
し
た
。

　

降
り
続
い
た
大
雨
に
よ
っ
て
河

川
の
水
位
が
上
昇
し
て
い
る
と
こ

ろ
に
台
風
第　

号
が
接
近
し
、
未

15

曽
有
の
被
害
を
受
け
た
こ
と
は
、

ま
だ
記
憶
に
新
し
い
と
こ
ろ
で

す
。

　

特
別
警
報
の
運
用
開
始
後
も
、

注
意
報
や
警
報
は
こ
れ
ま
で
ど
お

り
発
表
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
特

別
警
報
が
発
表
さ
れ
て
い
な
い
か

ら
と
い
っ
て
油
断
せ
ず
、
警
報
発

表
時
で
も
大
き
な
災
害
に
つ
な
が

る
か
も
し
れ
な
い
こ
と
を
忘
れ
な

い
で
く
だ
さ
い
。

　特別警報はそれぞれの地域
において数十年に一度の頻度
で発表されます。「数十年に
一度」と言えば同じ地域に子
どもの頃からずっと住んでい
る人でも、記憶にあるかどう
かという頻度です。それほど
の非常事態に発表されるので
私達は、危機感を強く持たな
ければなりません。
　住民の皆さんには、身を守
るための行動をお願いしてい
ますが、特別警報の発表まで
に、すでに最大限の体制がと
られていることが理想です。

警報のレベルは、これまでと
同じと同じですので、警報が
発表されたときは「重大な災
害のおそれが高まっている」
と意識して、テレビやラジオ
から流れる情報をつかみ、ま
だ身動きが可能な段階で行動
してください。
　特別警報は、人の命を守る
ための最後の切り札。このシ
グナルを見落とすことなく、
一人ひとりが気づき、意識
し、最善を尽くした行動を
とってもらいたいと思いま
す。

　

近
年
の
自
然
災
害
の
規
模

は
、
私
達
の
想
像
を
は
る
か

に
超
え
る
も
の
が
多
く
な
っ

て
い
ま
す
。

　

今
回
の
特
別
警
報
を
新
設

す
る
こ
と
に
よ
り
、
気
象
に

関
す
る
危
機
感
や
切
迫
感

を
、
住
民
や
自
治
体
へ
、
よ

り
明
確
に
示
す
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
特
別
警
報
が
発
表
さ

れ
た
時
、
私
達
は
非
常
事
態

の
意
味
を
正
し
く
理
解
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
県
内

外
に
出
か
け
る
時
も
、
そ
の

地
域
の
気
象
情
報
に
注
意
し

て
、
い
ざ
と
い
う
時
に
は
的

確
な
判
断
と
行
動
を
起
こ
す

こ
と
が
大
切
で
す
。

的
確
な
判
断
と
行
動
を

 安  ヶ  平 　
やす が ひら

 一  也 　防災気象官
かず や

気象庁　青森地方気象台　防災業務課
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チェーン除草機の仕組みを説明する木村さん㊨

　木村 秋  則 自然栽培ふれあい塾が６月27・28
あき のり

日に開催されました。
　トマト、きゅうり、大豆が植え付けされてい
る五戸町の畑では、木村さんが除草について説
明。その後、自然栽培ならではの方法で除草
し、園地の管理を行いました。
　ほかにも、水田で使用するチェーン除草機を
紹介。雑草の繁茂を抑える効果があることを
学んだ塾生は、水田の中に入ってチェーン除草
機の使い方を体験しました。

チェーン除草機を体験
木村秋則自然栽培ふれあい塾

最終種目のリレーにはひときわ大きな声援

　６月21日に第８回南部町小学校陸上競技記
録会が、ふるさと運動公園陸上競技場で開催さ
れ、町内８校の４年生以上の選手は、自己ベス
トの更新を目指しました。
　種目は、走り幅跳びやソフトボール投げなど
全８種。全力で競技に挑む選手に、同級生や応
援に駆け付けた家族から、大きな声援と拍手が
送られていました。
　今年は、200ｍ走、800ｍ走、400ｍリレーで
６個の新記録が生まれました。

全力で競技に挑む
第８回南部町小学校陸上競技記録会

　南部町名川さくらんぼ狩りが６月27日から７
月21日まで開かれ、町内42か所の農園では期間
中、家族連れやツアー客などで大いに賑わいま
した。
　７月３日のさくらんぼ狩りセレモニーでは、
南部町フルーツ狩り実行委員会の川守田義雄会
長が「生産者の愛情が入ったさくらんぼを、訪れ
た人に提供できることを確信しています」とあい
さつし、果樹の里をＰＲしました。
　園地では、県内外からの多くの観光客が真っ
赤に熟した甘いさくらんぼを見つけては口いっ
ぱいにほお張り、初夏の味覚を堪能しました。
　また、７月14日にはジャックドまつり会場内
で「さくらんぼの種飛ばし大会」が行われ、体を
反らして反動をつけたり、舌を丸めて種を遠く
へ飛ばす参加者に、会場からは盛んな拍手や声
援が送られていました。

口いっぱいにほお張る
南部町名川さくらんぼ狩り

ちびっ子部門の優勝の記録は６ｍ８㎝

鈴なりのさくらんぼを取りお腹いっぱい味わいました
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南部町成人式
日時　平成26年１月12日（日）、13時～15時
場所　楽楽ホール
対象　平成５年４月２日から平成６年４月１日生まれで、南

部町在住者及び町内中学校卒業者

対象　平成26年成人式出席者
定員　10名程度
申込方法　電話またはFAX、E-mail
 （mizunashi-masato＠town.aomori-
　nanbu.lg.jp）などで住所・氏名・
　電話番号をお知らせ下さい。
申込期限　９月20日（金）
問合せ　社会教育課（南部分庁舎）
☎0179-34-2132／FAX 0179-34-3127

まつり情報

日時　８月18日（日）
場所・日程▲

町民体育館
　14時～14時30分／山車出陣式▲

大向地区～三戸駅　
　15時～17時／行列（神楽、流
し踊り、みこし、稚児行列、大
名行列）▲

三戸駅前通り　
　15時30分～21時／歩行者天
国（響ファミリーステージ、赤
坂社中民謡ショー、ナニャド
ヤラほか）

工藤町長から辞令を受け取る山口委員㊧

　６月議会定例会で監査委員の選任の同
意が得られた山口裕貢さん（沖田面）に、
工藤町長から辞令が交付されました。
　山口委員の任期は、平成25年６月７日
から平成29年６月６日までの４年間で
す。 心に残る成人式を自らの手で　　成人式実行委員募集

問合せ　商工観光課（名川分庁舎）
☎0178-76-3230

新たな監査委員に山口裕貢さん

南部まつり
期日・日程▲

９月８日（日）・お通り
　14時30分／名川中学校パレー
ド、樽神輿行列、山車合同・自
由運行▲
９月９日（月）・中日

　14時／消防パレード、盛岡さ
んさ踊り、山車自由運行▲

９月10日（火）・お還り
　14時30分／名川中学校パレー
ド、交通安全パレード、山車合
同・自由運行

場所　剣吉地区

名川秋まつり

前
田
由
紀
㊤

坂
本
サ
ト
ル

日時　８月17日（土）
場所　すみやの河川公園隣接地
日程　
14時／なんぶ音楽祭【出演】向小
学校金管バンド部、南部中学校
吹奏楽部、南部小学校よさこい
15時40分／ヨシヒデLIVE
16時20分／HappyDanceLIVE
17時／元White berry・前田由紀
LIVE
17時45分／石野田奈津代LIVE
18時40分／坂本サトルLIVE
20時／花火打ち上げ

なんぶサマー
フェスティバル
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まちの話題

交付式は本庁舎で工藤町長立ち合いのもと行われました

地場産の農産物で地域貢献
なんぶ農援株式会社が六次産業化に認定

　なんぶ 農  援 株式会社（岩間重雄代表）が６月21
のう えん

日、六次産業化・地産地消法に基づく総合化事業計
画の認定を受け、農林水産省東北農政局八戸セン
ターの高橋聡明センター長から認定証が交付され
ました。これは、自社生産の野菜などを活用した
スイーツなどのメニューを開発し、自社レストラ
ンで提供するこで地域活性化に貢献する事業の取
り組みが認められたものです。岩間代表は「今後
も、お客さんに喜んでもらえるよう努めていきた
い」と話していました。

お目当ての料理を見つけて盛り付けました

たくさんの料理がずらり
親子でバイキング給食

　６月20日、名川幼稚園の園児が保護者と一緒に
バイキング形式の給食を味わいました。
　ホールには、ナポリタン、唐揚げ、サラダなど
約30種類の料理がずらり。園児らは、事前にカロ
リー計算をして選んだ料理を、トングなどを使っ
て丁寧に盛り付けました。
　園児は、給食センターの秋元栄養士から、ご
飯、おかず、汁物を順番に食べる「三角食べ」を
教えてもらった後、保護者と会話をしながら、普
段とは違う給食を楽しみました。

たくさんのおもちゃに興味津々の園児

手作りおもちゃで一緒に遊ぶ
南部中学生によるＪＲＣ活動

　６月26日、南部中学校全校生徒151人による
ＪＲＣ（青少年赤十字）活動が行われ、２年生
23人の生徒が、なんぶ保育園で園児と交流しま
した。
　生徒は、折り紙で作ったコマや、ペットボトル
を使用したけん玉など、手作りのおもちゃを用意
して、園児のもとへ。使い方を優しく教えて、一
緒に遊んだほか、ホールで鬼ごっこをしたり、昼
ご飯の時間では、離乳食を食べさせたりして、貴
重な体験をしました。

迫力ある演奏や癒される音色で観客を魅了

美しい音色に聴き入る
ブラスの森スペシャルバンド

　ながわ吹奏楽団（根市幸一団長）は６月22日、
楽楽ホールで、同楽団を含む14団体58人で編成す
る「ブラスの森スペシャルバンド」の演奏会を開
催しました。
　軽快な「落ち葉の舞う季節」で幕を開けた演奏
会。根市団長が「クラッシックを身近に感じてほ
しい」とあいさつした後、アニメの主題歌「魔女
の宅急便」など５曲が演奏されました。
　観客は、美しい音色に聴き入ったり、手拍子を
しながら、楽しい一時を過ごしました。
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豊年玉すだれの発表に洋野町の会員が挑戦

飛び入り参加などで盛り上がる
南部町・洋野町文化交流会

　６月30日、南部町と岩手県洋野町の文化協会に
よる初となる交流会が福寿館で行われました。
　以前から洋野町（旧大野村）の「一人一芸の村」
の取り組みに興味のあった南部町文化協会員の働
きかけで、交流会が実現したものです。
　交流会では、お互いの活動発表が紹介された
後、舞踊や民謡など５曲ずつを交互に披露。飛び
入りで参加する会員や、発表の合間にふくちホワ
イト六片種などが当たる抽選会もあり、会場は多
いに盛り上がりました。

無火災の願いを込めながら飾り付けをする園児

お星さまに防火のお願い
名川分署が園児と防火七夕飾り

　三戸消防署名川分署（林崎由弘署長）は７月３
日、名川地区の幼年消防クラブ員と防火七夕飾り
を制作しました。
　当日は、幼年消防クラブ員である名川幼稚園、
チェリー保育園、鳥舌内児童館の年長園児44人
が参加。将来の夢などを書いた短冊や、色紙で
作った飾りを青竹に結びつけながら、火災が起き
ないようにと願いました。
　２本の七夕飾りは７月９日まで同分署車庫前に
設置され、無火災のまちをＰＲしました。

松原さん㊥のアドバイスを児童は熱心に聞いていました

青森ワッツのコーチから指導
キッズバスケットボール教室

　総合型スポーツクラブななっち（戸澤敏克会長）
主催のキッズバスケットボール教室が、７月13日
に町民体育館で開催され、町内の小学３年生から
６年生までの約30人が汗を流しました。
　教室では、今季からプロバスケットボールリー
グに参戦する青森ワッツで、アカデミー事業部の
コーチを務める松原由和さんが指導。シュートを
するときの膝の使い方などを教わった児童は「教
えてもらったことを活かしていきたい」などと感
想を話していました。

リズムに合わせてポーズを決める児童

しなやかな身ぶりで踊る
向小学校でナニャドヤラコンクール

　向小学校の全校児童142人は７月５日、県南地
方などに伝わる盆踊り「ナニャドヤラ」のコンクー
ルを同体育館で行い、練習の成果を発表しまし
た。当日は、踊りの指導にあたったナニャドヤラ
愛好会の中村サヨさん（大向）を招待し、児童は
太鼓と歌に合わせて、学年ごとに踊りを披露。校
長先生ら３人の審査員が、指先や目線の動き、顔
の表情などをチェックしました。
　保護者も観客として見守り、しなやかな身ぶり
と手つきで踊る児童に感心していました。
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19個の鉢は10月頃まで設置して水質調査を行います

花の浄化能力で水質や景観もきれい
名農生草花研究班がサンパチェンスを設置

　７月９日、名久井農業高校の草花研究班７人が、
環境浄化能力の高いサンパチェンスの花の鉢を、
ふれあい公園の池に浮かべました。
　生徒は、さらにサンパチェンスに、特殊な薬品を
入れて光合成をしやすくしたり、アンモニアの分
解を促進する硝酸菌が入ったビーズを鉢の土に入
れるなど改良を加え、環境浄化を高めていました。
　研究リーダーの葛形小雪さん（２年）は「水質や
景観もきれいになるので、様々な場所で活用した
い」と話していました。

穂積会長㊧が工藤町長へメッセージを伝達しました

犯罪、非行のない町を
社会を明るくする運動メッセージ伝達式

　犯罪や非行のない安全で安心な地域社会を築く
取り組み「社会を明るくする運動」の法務大臣及
び青森県知事のメッセージ伝達式が７月８日、本
庁舎で行われました。
　式では、八戸地区保護司会三戸分会の穂積倉二
会長がメッセージを伝達。メッセージを受け取っ
た工藤町長は「非行から立ち直り、社会復帰をす
る人のため、 町でも取り組みます」 と誓いました。
関係者はその後、苫米地地区などでティッシュや
うちわを配り、街頭活動に汗を流していました。

町の魅力が詰まったツリーがお披露目

町のＰＲを木材で表現
メッセージツリーを諏訪ノ平駅に設置

　南部小学校５年生22人が、南部町をＰＲする
メッセージツリーを制作し、７月17日に諏訪ノ
平駅の駅舎に設置しました。この取り組みは、Ｎ
ＰＯ法人なんぶねっと（四戸泰明代表）の呼びか
けによるもので、児童は緑色に塗った葉形の木材
に「果物がおいしい町」「楽しいイベントがたく
さんある」などと書き込み、ツリーの形をした木
材に取り付けていました。作業後、児童は「メッ
セージを見て、町の魅力を多くの人に知ってもら
えたらうれしい」と話していました。

ホタルの光に大はしゃぎする子どもたち

幻想的な雰囲気に歓声
ホタル観賞ナイトツアー

　長坂下ホタルの里保存会（出町勝会長）主催
の、ホタル観賞ナイトツアーが７月13日から15日
まで開催され、町内外の参加者がホタルの舞う幻
想的な雰囲気を楽しみました。
　参加者は、長坂下公園からホタルの生息する地
点へ移動すると、緑の淡い光を放つ無数のゲンジ
ボタルやヘイケボタルに「わあ、きれい」と声を
あげていました。虫網でホタルをつかまえた参加
者は、手のひらにのせたホタルの神秘的な光に、
いつまでも酔いしれていました。

TOWN　TOPICS
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　今回は、7月14日のジャックドまつりで「さくらんぼ種飛ばし
大会」の運営を手がけた「無限会社ファンファン」のみなさん
に、これまでの活動や今後の取り組みについてインタビューを
行いました。

さまざまな出来事をお伝えします

描の51

無限会社ファンファンのメンバーの皆さん

産果実のさくらんぼとＰＲチラ
シが入った小パックが到着口と
出発口でプレゼントされたほか、
出発待合い場所に設置された特
設ステージでの町紹介アナウン
ス、空港内のデジタル看板への
さくらんぼ狩りポスターの表示

　６月29・30日の２日間にわた
り、青森空港において、南部町フ
ルーツ娘や南部町名川さくらん
ぼ園振興会の会員が、とれたて
新鮮なさくらんぼのパックを空
港利用者にプレゼントしました。
　今回のＰＲ活動は、より多く
の方々に、「青森県南の果樹の
里」としての南部町を知っていた
だき、各種果物狩りでお越しい
ただいたり、注文販売を通じた
消費拡大などにつなげるために
行われました。
　活動では、収穫期を迎えた特
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ら
も
で
き
た

ら
い
い
な
と
改
め
て
思
い
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
の
取
り
組
み

　

自
分
た
ち
が
運
営
す
る
イ
ベ
ン

ト
を
通
し
て
、
町
の
魅
力
を
町
内

外
の
人
々
に
伝
え
て
い
け
れ
ば
い

い
な
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
子
ど

も
を
対
象
と
し
た
イ
ベ
ン
ト
を
増

や
し
、
子
ど
も
た
ち
が
住
ん
で
い

る
町
を
好
き
に
な
り
、
誇
り
を
持

て
る
よ
う
な
取
り
組
み
を
し
た
い

で
す
。

　

私
た
ち
の
よ
う
な
若
い
力
が
南

部
町
の
活
性
化
の
一
端
を
担
え
る

よ
う
に
、
こ
れ
か
ら
も
頑
張
っ
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

取
材
を
終
え
て

　

今
回
の
取
材
を
終
え
て
、
自
分

も
含
め
た
若
い
力
が
、
こ
れ
か
ら

の
南
部
町
を
動
か
し
て
い
か
な
け

れ
ば
と
、
さ
ら
に
強
く
感
じ
さ
せ

ら
れ
ま
し
た
。

　

文
・
農
村
交
流
推
進
課　

秋
山　

将
毅　

などが行われました。
　空港利用者は、思いがけない
初夏の味覚のプレゼントを笑顔
で受け取ったほか、フルーツ娘
がステージ上で行う町の紹介の
アナウンスに耳を傾けていまし
た。

さくらんぼパックがプレゼントされました㊧／特設ステージで町のPRをするフルーツ娘

初夏の味覚のプレゼントに笑顔がこぼれる
青森空港を活用した南部町・達者村プロモーション
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むし歯ゼロの元気な なんぶっ子／
７月11日の
３歳児健診にて

いわま　ひなの ちゃん
（剣吉）

かざま　ゆうた くん
（苫米地）

あさざか　ゆきの ちゃん
（福田）

くどう　そうた くん
（大向）

とどめ　はるき くん
（大向）

まいた　わかな ちゃん
（森越）

しのへ　かなと くん
（平）

のだ　あかり ちゃん
（福田）

くぼ　せいな ちゃん
（苫米地）

いしい　らいと くん
（平）

なかむら　りお ちゃん
（上名久井）

むらい　るき くん
（平）

公共工事契約状況（６月21日入札）　　　　　　　　　　　問合せ　財政課　（本庁舎）☎0178-84-2111

工　　期契約額（円）請負業者工事場所工　　事　　名

自：25年 6月26日
至：25年11月29日15, 451, 852円㈱山口製材所剣吉地区剣吉公民館改修工事

自：25年 6月26日
至：25年 8月20日4, 609, 500円㈲米内新建設沖田面地区南部小学校校舎屋根塗装工事



広報なんぶちょう　８月号13

日土金木水火月
111098768月5日

巡回バス（Ｃ・Ｄコース）

18171615141312
アクアビクス
体験教室

巡回バス（Ａ・Ｂコー
ス）

小学生水泳教室

25 242322212019
エアロビクス教室水中運動体験教室/

町民温泉健康法教室
/水中ウォーキング教
室/らくらくあしの運動
体験/巡回バス（Ｃ・
Ｄコース）

流水健康教室/エア
ロビクス教室/初心
者水泳教室/やさし
いウォーキング教
室

女性水泳教室/らく
らく水中ウォーキ
ング体験

小学生水泳教室/水
中運動教室/水中
ウォーキングと水
慣れ教室

9月1日313029282726
エアロビクス教室ヘルシー塾健康教室2/

水中運動体験教室
休館日流水健康教室/エア

ロビクス教室/初心
者水泳教室/やさし
いウォーキング教
室

女性水泳教室/らく
らく水中ウォーキ
ング体験

小学生水泳教室/水
中運動教室/水中
ウォーキングと水
慣れ教室

8765432
アクアビクス
体験教室

エアロビクス教室ヘルシー塾健康教室/
水中運動体験教室/ら
くらくあしの運動体験/
巡回バス（Ａ・Ｂコー
ス）

流水健康教室/エア
ロビクス教室/初心
者水泳教室/やさし
いウォーキング教
室

女性水泳教室/らく
らく水中ウォーキ
ング体験

小学生水泳教室/水
中運動教室/水中
ウォーキングと水
慣れ教室

厚生労働大臣認定・健康増進施設

バーデパークだより　☎0178−84−2850

　ふくち里山あるきが６月23日に行われ、バーデ
パークを発着とする８キロコースと16キロコー
スに、町内外から約300人が参加しました。
　開会式では、16キロコースにエントリーした工
藤町長が「大自然を満喫しながらウオーキングし
ましょう」とあいさつ。２歳から84歳までの参加
者は、田園の風景を眺めたり、野鳥の声に耳を傾
けたりしながら、爽やかな汗を流しました。

臨時職員募集 大自然をウオーキング

レストラン「かだぁる」をご利用ください
　プールやトレーニング室で、体を動かしたあとは、
レストラン「かだぁる」で食事をどうぞ。食事のみで
も利用できますので、お気軽にお越しください。
　営業時間は11時から20時（ラストオーダー19時30
分）です。また、お盆も通常営業します。

次のとおり臨時職員を募集します。
職種　運動指導員
募集人数　１人
業務内容　水泳指導、運動指導など
勤務時間　８時30分～22時までの７時間30分
　（土・日・祝日に勤務が可能な人）
賃金　5,400円～
勤務期間　採用の日～平成26年３月31日（更新あり）
応募資格　水泳指導員、実践運動指導者資格所持者
申込み　随時（履歴書をフロントへ提出してください）
　・応募者には面接を行います。
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専門外来診察日

整形外科　 受付：11時30分まで

▲

８月24日（土） ９時～　　　工藤先生

予約制／受付10時
30分～10時50分先天性股関節脱臼

▲

８月24日（土）　　　　　　　工藤先生

受付：14時30分まで
初診の人は13時30分まで眼科

▲

８月14日（水） 14時～15時　木村先生▲

８月28日（水） 14時～15時　木村先生

泌尿器科　予約制

▲

８月６日（火） 13時～　　　柳沢先生▲

８月12日（月） 13時～　　　伊藤先生▲

８月20日（火） 13時～　　　柳沢先生▲

８月26日（月） 13時～　　　伊藤先生
都合により変更になる場合がありますので
ご来院の際は、お問い合せください。

国民健康保険　名川病院
☎ 0178−76−2001

診療科：外科、内科、循環器科、皮膚科、
　　　　肛門科、アレルギー科、歯科

あなたの子育て、応援します

福地保育園　　☎ 0178-84-4118
８月22日　野菜の収穫

わくわくひろば（体験活動）
木曜日／９時30分～11時 ８月29日　お誕生会

９月５日　バス遠足

８月21・28日
９月４日

つどいのひろば（自由活動）
水曜日／９時30分～11時

８月19・26日
９月２・９日

子育てサークル にこちゃんクラブ
月曜日／10時～12時

なんぶ保育園　　☎ 0179-34-3034
８月８日　水遊び

こすもすクラブ（体験活動）
木曜日／９時30分～11時

８月22日　うちわを作ろう
８月29日　お誕生会
９月５日　運動遊び

８月５・７・19・21・26・28日
９月２・４・９日

サークルちびこす（自由活動）
月・水曜日／９時30分～12時

チェリー保育園　　☎ 0178-76-1115
８月８日　水遊び

ぴっぴクラブ（体験活動）
木曜日／９時30分～11時 ８月22日　裏庭遊び

８月29日　お誕生会

８月５・７・12・19・21・26・
28日　９月２日

ぬくぬく（自由活動）
月・水曜日／９時30分～11時

おいでよ！子育て支援センター

測定日：７月１日（月）晴れ、７月16日（火）曇り

土アスファルト地面の形状
測定日

測定地点 7月16日7月1日7月16日7月1日

0.0340.0360.0500.048役場本庁舎

0.0440.046−−杉沢研修館

0.0200.0240.0340.036中央公民館

0.0200.0240.0500.048名川南小学校

0.0340.0340.0360.038町民体育館

0.0200.0240.0360.036元二又屯所付近

放射線量測定結果（単位： μＳｖ/ｈ ）
マイクロシーベルトアワー

　問合せ　住民生活課（南部分庁舎）☎0179-34-2509 　６月24日、立花京子さん（剣吉）から、行
政発展のために使ってくださいと、10万円の
寄付金をいただきました。ありがとうござい
ました。大切に使わせていただきます。

あたたかい善意に感謝

工藤町長に寄付金を手渡す立花京子さん㊧

　子育て支援センターは、幼稚園や保育園に通っていない
お子さんなら、どなたでも参加できます。子育て相談や園
庭の開放、絵本やビデオを貸し出していますので、お気軽
にご利用ください。
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福
地
短
歌
会

空
梅
雨
に
続
く
猛
暑
の
風
に
乗
り
参
院
選
挙
の
遠
き
声
す
る

や
う
や
く
に
明
る
き
朝
の
到
来
と
喜
び
つ
つ
も
早
や
夏
至
の
声

久
々
に
我
が
家
に
も
ど
れ
ば
庭
中
の
白
ゆ
す
ら
梅
吾
を
迎
へ
り

強
烈
な
刺
激
を
放
つ
カ
サ
ブ
ラ
ン
カ
例
へ
ば
洋
画
の
レ
ッ
ド
・
バ
ト
ラ
ー

電
動
の
車
椅
子
な
り
ス
イ
ス
イ
と
乗
り
行
け
ど
こ
の
門
の
内
ま
で

水
無
月
の
風
は
カ
ー
テ
ン
揺
ら
し
つ
つ
若
葉
の
香
り
部
屋
に
運
び
ぬ

孫
の
来
て
耐
久
レ
ー
ス
終
へ
た
よ
と
満
足
げ
な
る
笑
顔
の
ぞ
か
す

な
ん
ぶ
短
歌
会

孫
に
ま
た
昔
む
か
し
と
語
り
た
り
わ
が
幼
日
の
母
の
口
調
に

さ
ら
さ
ら
と
小
川
の
せ
せ
ら
ぎ
聞
こ
え
ゐ
し
生
家
の
夏
の
夜
な
つ
か
し
も

み
ど
り
濃
き
山
裾
バ
ス
が
縫
ひ
な
が
ら
や
う
や
く
着
く
三
陸
の
海

山
裾
の
み
ど
り
日
増
し
に
深
ま
り
て
か
を
り
漂
ふ
ア
カ
シ
ア
の
花

峡
の
道
た
ど
り
来
し
牧
に
百
年
の
ア
メ
リ
カ
ス
ズ
カ
ケ
悠
々
と
立
つ

夕
空
に
恵
み
の
雨
を
願
ひ
つ
つ
人
ら
畑
に
長
き
夏
至
の
日

野
い
ち
ご
を
口
に
ふ
く
み
て
思
ひ
出
す
兄
と
摘
み
た
る
ふ
る
さ
と
の
山

雨
を
待
つ
樹
々
や
畑
の
悲
鳴
き
く
豪
雨
で
も
よ
し
雷
雨
で
も
降
れ

右
出
せ
に
左
手
出
し
て
苦
笑
す
る
齢
忘
れ
た
る
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
に

逃
げ
ざ
る
も
さ
く
ら
ん
ぼ
狩
り
い
ち
ご
狩
り
初
夏
の
里
に
は
狩
る
も
の
多
し

若　

草　

会

大
滝
の
流
れ
の
ご
と
く
藤
の
花
支
え
る
木
々
の
力
強
さ
は

山
鳩
の
庭
の
木
陰
で
ほ
ろ
ほ
ろ
と
鳴
く
声
き
け
ば
亡
母
か
と
思
ふ

頂
の
朝
日
を
あ
び
て
蕨
つ
み
山
を
下
り
ぬ
籠
い
っ
ぱ
い
に
し

山
躑
躅
今
を
盛
り
と
咲
き
誇
る
炎
の
よ
う
に
赤
く
染
ま
り
て

道
面（
み
ち
づ
ら
）の
ク
ロ
ー
バ
ー
香
る
山
里
を
娘
と
歩
く
四
ッ
葉
探
し
て

人
の
手
の
入
ら
ぬ
山
の
藤
な
が
め
久
慈
渓
流
を
見
上
げ
見
下
ろ
し

亡
母
植
ゑ
し
し
だ
れ
桜
の
花
が
満
つ
下
向
き
だ
か
ら
言
え
る
お
や
す
み

山
の
上
あ
え
い
で
汗
が
滝
の
如
眼
下
な
が
め
る
な
み
光
ゆ
く

川
守
田
慶
三

石
塚　
　

守

大
久
保
雪
夫

奥
寺　

睦
子

工
藤　

裕
正

佐
々
木
教
子

根
市　

政
志

内
村　

貞
子

岩
舘　

す
み

馬
場　

敬
子

馬
場　

た
か

佐
々
木
冴
美

馬
場　
　

操

西
舘　

ヒ
デ

坂
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綾
子

沼
畑　

吉
茂

八
木
田
順
峰

山
下　

幸
枝

奥　

あ
さ
子

一
ノ
渡　

綮

立
花　

京
子

木
村
ひ
な
子

中
野　

靜
子

向
山　

敦
子

川
村　

綾
子
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休
館
日

鳴門ＧⅠ女子
王座決定戦

戸田
一般戦

児島一般戦

役立っています！ボートピアなんぶ交付金
はんてん・ゆかたを整備して、山車運行及び流し踊りへの参加したことにより、
町内会の活性化や融和が図られました。（苫米地下町内会）

桐生ＧⅢ
企業杯

桐生一般戦

大村ＧⅢ女子リーグ戦

住之江一般戦

9 September

鳴門ＧⅢ企業杯

丸亀ＳＧモーターボート記念丸亀一般戦 桐生一般戦

名川中学校図書室１階　☎0178−76−3121

休室日　毎週月曜日・国民の祝日・毎月第４金曜日

婚活川柳
パーソナー
エージェント　編集

余命１年のスタリオン
石田　衣良　著

聖なる怠け者の冒険
森見　登美彦　著

忘れられたワルツ
絲山　秋子　著

Books Selection

多摩川ＧⅠ
周年

常滑
ＧⅢ企業杯

丸亀一般戦女子
浦郡一般戦 住之江一般戦 桐生ＧⅢ

女子リーグ戦



平成25年8月平成25年8月平成25年8月平成25年8月
Friday

2
可燃　名川Ａ・南部Ａ・福地

個・かわむら　個・川外 
　　　　　　 　　　　 

券
犬
鹸個・はらだ　個・名病

四種混合・ポリオ・ヒブ
肺炎球菌・三種混合
ＭＲ混合・日本脳炎

Thursday

9
可燃　名川Ａ・南部Ａ・福地

個・かわむら　個・川外 
　　　　　　 　　　　 

券
犬
鹸個・はらだ　個・名病

四種混合・ポリオ・ヒブ
肺炎球菌・三種混合
ＭＲ混合・日本脳炎

8
段ボール　名川Ａ・南部Ａ
新・雑・チラシ　名川Ｂ・南部Ｂ
粗大　沢田・野場・助川・横沢・諏訪ノ平
２歯　ゆとりあ
個・かわむら　個・川外 
　　　　　　 　　　　 

券
犬
鹸個・はらだ　

四種混合・ポリオ・ヒブ
肺炎球菌・三種混合
ＭＲ混合・日本脳炎

16
可燃　名川Ａ・南部Ａ・福地

個・かわむら　個・川外 
　　　　　　 　　　　 

券
犬
鹸個・はらだ　個・名病

四種混合・ポリオ・ヒブ
肺炎球菌・三種混合
ＭＲ混合・日本脳炎

15
新・雑・チラシ　名川Ａ・南部Ａ
ペットボトル　名川Ｂ・南部Ｂ
粗大　平・広場・相内

個・かわむら　個・川外 
　　　　　　 　　　　 

券
犬
鹸個・はらだ　

四種混合・ポリオ・ヒブ
肺炎球菌・三種混合
ＭＲ混合・日本脳炎

23
可燃　名川Ａ・南部Ａ・福地

個・かわむら　個・川外 
　　　　　　 　　　　 

券
犬
鹸個・はらだ　個・名病

四種混合・ポリオ・ヒブ
肺炎球菌・三種混合
ＭＲ混合・日本脳炎

22　鍋の日
粗大　下名久井・五日市・五日市団地
　　　５区・６区

個・かわむら　個・川外 
　　　　　　 　　　　 

券
犬
鹸個・はらだ　

四種混合・ポリオ・ヒブ
肺炎球菌・三種混合
ＭＲ混合・日本脳炎

30
可燃　名川Ａ・南部Ａ・福地

個・かわむら　個・川外 
　　　　　　 　　　　 

券
犬
鹸個・はらだ　個・名病

四種混合・ポリオ・ヒブ
肺炎球菌・三種混合
ＭＲ混合・日本脳炎

29
粗大　森越・卯月沢・森林・向山団地
　　　７区・８区

個・かわむら　個・川外 
　　　　　　 　　　　 

券
犬
鹸個・はらだ　

四種混合・ポリオ・ヒブ
肺炎球菌・三種混合
ＭＲ混合・日本脳炎

6
可燃　名川Ａ・南部Ａ・福地

個・かわむら　個・川外 
　　　　　　 　　　　 

券
犬
鹸個・はらだ　個・名病

四種混合・ポリオ・ヒブ
肺炎球菌・三種混合
ＭＲ混合・日本脳炎

5　広報９月号発行予定日
ペットボトル　名川Ａ・南部Ａ
段ボール　名川Ｂ・南部Ｂ
粗大　桜町・剣吉山・新開地・桜本町
　　　９区・10区・11区

個・かわむら　個・川外 
　　　　　　 　　　　 

券
犬
鹸個・はらだ　

四種混合・ポリオ・ヒブ
肺炎球菌・三種混合
ＭＲ混合・日本脳炎

　　Saturday　　 Sunday

3　 可燃　名川Ｂ・南部Ｂ
個・かわむら　個・川外 
　　　　　　 　　　　 

券
犬
鹸個・はらだ　

四種混合・ポリオ・ヒブ
肺炎球菌・三種混合
ＭＲ混合・日本脳炎

4

10　可燃　名川Ｂ・南部Ｂ
個・かわむら　個・川外 
　　　　　　 　　　　 

券
犬
鹸個・はらだ　

四種混合・ポリオ・ヒブ
肺炎球菌・三種混合
ＭＲ混合・日本脳炎

11

17　可燃　名川Ｂ・南部Ｂ
個・かわむら　個・川外 
　　　　　　 　　　　 

券
犬
鹸個・はらだ　

四種混合・ポリオ・ヒブ
肺炎球菌・三種混合
ＭＲ混合・日本脳炎

18

24　可燃　名川Ｂ・南部Ｂ
個・かわむら　個・川外 
　　　　　　 　　　　 

券
犬
鹸個・はらだ　

四種混合・ポリオ・ヒブ
肺炎球菌・三種混合
ＭＲ混合・日本脳炎

25

31　可燃　名川Ｂ・南部Ｂ
個・かわむら　個・川外 
　　　　　　 　　　　 

券
犬
鹸個・はらだ　

四種混合・ポリオ・ヒブ
肺炎球菌・三種混合
ＭＲ混合・日本脳炎

9月1日

7　可燃　名川Ｂ・南部Ｂ
個・かわむら　個・川外 
　　　　　　 　　　　 

券
犬
鹸個・はらだ　

四種混合・ポリオ・ヒブ
肺炎球菌・三種混合
ＭＲ混合・日本脳炎

8

個・かわむら …個別接種（かわむら内科クリニック）受付9時～11時30分、14時～17時30分（月・火・木・金曜日）、9時～11時30分（水・土曜日）※要予約（四種混合・ポリオ）
個・川外 …個別接種（川守田外科胃腸科）受付9時～11時、15時～17時（月・火・水・金曜日）、9時～11時（木・土曜日）※全予防接種予約制（希望日の10日程前まで）
個・はらだ …個別接種（はらだクリニック）受付8時30分～12時、15時～18時（月・火・水・金）、8時30分～12時（木・土）※要予約（四種混合・ポリオ）
個・名病 …個別接種（名川病院）受付13時～13時30分※要予約（四種混合・ポリオ・ヒブ・肺炎球菌・三種混合）
個・南病 …個別接種（南部病院）受付13時～13時30分※全予防接種予約制
※接種の種類・医療機関により事前の予約方法が異なります。 各医療機関へ行かれる前に、ご連絡をお忘れのないようご注意ください。

【病院健診】
名川病院で平日に受診できます。

【集団検診】
受付時間など、詳しくは各世帯へ配布
した申込書をご覧になるか健康福祉課
（☎0178−60−7100）へお問い合わ
せください。

木

金 土 日



乳相 …乳児健康相談（H25.3～H25.5生）受付9時30分～9時50分、（H24.8～Ｈ24.10生）受付10時～10時20分
２歯 …2歳児歯科健康診査（H22.12～H23.2生）受付12時30分～12時50分

WednesdayTuesdayMonday

7
可燃　名川Ｂ・南部Ｂ　　不燃　福地

個・かわむら　個・川外 
　　　　　　 　　　　 

券
犬
鹸個・はらだ　

四種混合・ポリオ・ヒブ
肺炎球菌・三種混合
ＭＲ混合・日本脳炎

6
可燃　名川Ａ・南部Ａ

個・かわむら　個・川外 
　　　　　　 　　　　 

券
犬
鹸個・はらだ　

四種混合・ポリオ・ヒブ
肺炎球菌・三種混合
ＭＲ混合・日本脳炎

5
可燃　福地　　不燃　名川Ａ・南部Ａ
ビン　名川Ｂ・南部Ｂ
個・かわむら　個・川外 
個・はらだ　個・名病 　 

券
献
犬
献
鹸個・南病

個・南病　ＢＣＧ

四種混合・ポリオ・ヒブ
肺炎球菌・三種混合
ＭＲ混合・日本脳炎

14
可燃　名川Ｂ・南部Ｂ
缶・ビン・ペット　福地

個・かわむら　個・川外 
　　　　　　 　　　　 

券
犬
鹸個・はらだ　

個・川外　ＢＣＧ

四種混合・ポリオ・ヒブ
肺炎球菌・三種混合
ＭＲ混合・日本脳炎

13
可燃　名川Ａ・南部Ａ

個・かわむら　個・川外 
　　　　　　 　　　　 

券
犬
鹸個・はらだ　

四種混合・ポリオ・ヒブ
肺炎球菌・三種混合
ＭＲ混合・日本脳炎

12
可燃　福地　　不燃　名川Ｂ・南部Ｂ
ビン　名川Ａ・南部Ａ
個・かわむら　個・川外 
個・はらだ　個・名病 　 

券
献
犬
献
鹸個・南病

個・南病　個・名病　ＢＣＧ

四種混合・ポリオ・ヒブ
肺炎球菌・三種混合
ＭＲ混合・日本脳炎

21
可燃　名川Ｂ・南部Ｂ
段・新　福地

個・かわむら　個・川外 
　　　　　　 　　　　 

券
犬
鹸個・はらだ　

四種混合・ポリオ・ヒブ
肺炎球菌・三種混合
ＭＲ混合・日本脳炎

20
可燃　名川Ａ・南部Ａ

個・かわむら　個・川外 
　　　　　　 　　　　 

券
犬
鹸個・はらだ　

四種混合・ポリオ・ヒブ
肺炎球菌・三種混合
ＭＲ混合・日本脳炎

19
可燃　福地　　不燃　名川Ａ・南部Ａ
ビン　名川Ｂ・南部Ｂ
個・かわむら　個・川外 
個・はらだ　個・名病 　 

券
献
犬
献
鹸個・南病

個・南病　ＢＣＧ

四種混合・ポリオ・ヒブ
肺炎球菌・三種混合
ＭＲ混合・日本脳炎

28
可燃　名川Ｂ・南部Ｂ
雑・チラシ・古布・その他の紙
缶・ビン・ペット　福地

個・かわむら　個・川外 
　　　　　　 　　　　 

券
犬
鹸個・はらだ　

四種混合・ポリオ・ヒブ
肺炎球菌・三種混合
ＭＲ混合・日本脳炎

27
可燃　名川Ａ・南部Ａ
乳相　ぼたんの里

個・かわむら　個・川外 
　　　　　　 　　　　 

券
犬
鹸個・はらだ　

個・かわむら　ＢＣＧ

四種混合・ポリオ・ヒブ
肺炎球菌・三種混合
ＭＲ混合・日本脳炎

26
可燃　福地　　不燃　名川Ｂ・南部Ｂ
ビン　名川Ａ・南部Ａ
個・かわむら　個・川外 
個・はらだ　個・名病 　 

券
献
犬
献
鹸個・南病

個・南病　ＢＣＧ

四種混合・ポリオ・ヒブ
肺炎球菌・三種混合
ＭＲ混合・日本脳炎

4
可燃　名川Ｂ・南部Ｂ　　不燃　福地

個・かわむら　個・川外 
　　　　　　 　　　　 

券
犬
鹸個・はらだ　

四種混合・ポリオ・ヒブ
肺炎球菌・三種混合
ＭＲ混合・日本脳炎

3
可燃　名川Ａ・南部Ａ
個・かわむら　個・川外 
　　　　　　 　　　　 

券
犬
鹸個・はらだ　

四種混合・ポリオ・ヒブ
肺炎球菌・三種混合
ＭＲ混合・日本脳炎

2
可燃　福地　　不燃　名川Ａ・南部Ａ
ビン　名川Ｂ・南部Ｂ
個・かわむら　個・川外 
個・はらだ　個・名病 　 

券
献
犬
献
鹸個・南病

個・南病　ＢＣＧ

四種混合・ポリオ・ヒブ
肺炎球菌・三種混合
ＭＲ混合・日本脳炎

くらしのカレンダーくらしのカレンダーくらしのカレンダーくらしのカレンダーくらしのカレンダー

月

 可燃 …可燃物　不燃 …不燃物　粗大 …粗大ごみ　ペット …ペットボトル　新 …新聞紙　雑 …雑誌　段 …段ボール
名川Ａ … 名川Ａ地区（上中町、荒町、桜町、桜本町、新開地、剣吉山、虎渡、上斗賀、下斗賀、森越、卯月沢）
名川Ｂ … 名川Ｂ地区（上名久井、高瀬、上川原、平、広場、下名久井、五日市、鳥舌内、鳥谷、法光寺、水沢、助川、横沢、沢田、野場）
南部Ａ … 南部Ａ地区（５区、６区、７区、８区、９区、10区、11区、小波田第１、小波田第２）
南部Ｂ … 南部Ｂ地区（二又、古町、馬場、小向、正寿寺、門前、沖田面、赤石、玉掛、諏訪ノ平、相内）
福地Ａ … 福地Ａ地区（苫米地、片岸、高橋、小泉、麦沢、福田）
福地Ｂ … 福地Ｂ地区（あかね、東あかね、板橋、中央、椛木、法師岡、埖渡、杉沢、あけぼの）
福地 …… 福地全地区

火 水



18広報なんぶちょう　８月号

職
務　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の

運
営
に
関
す
る
意
見
や
提
案

任
期　

委
嘱
の
日
か
ら
２
年
間

応
募
資
格　

県
内
在
住　

歳
以
上

40

で
、
平
日
の
日
中
に
青
森
市
で

の
会
議
に
出
席
で
き
る
人
。

募
集
人
員　

８
人

▽
被
保
険
者　

６
人

▽　

歳
以
上
で
障
害
認
定
の
被
保

65険
者　

１
人

▽
後
期
高
齢
者
医
療
以
外
の
医
療

保
険
被
保
険
者　

１
人

応
募
方
法　

応
募
用
紙
及
び
「
後

期
高
齢
者
医
療
制
度
に
関
す
る

意
見
」（
４
０
０
字
程
度
）
を
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

応
募
用
紙　

各
庁
舎
窓
口
に
備
え

付
け
て
あ
り
ま
す
。

応
募
期
間　

９
月
２
日
（
月
）
～

　

日
（
火
）

24
謝
礼　

５
０
０
０
円
及
び
交
通
費

申
込
み
・
問
合
せ　

健
康
福
祉
課

（
名
川
分
庁
舎
）

☎
０
１
７
８
・　

・
２
１
１
１

76

　

青
森
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合

☎
０
１
７
・
７
２
１
・
３
８
２
１

　

松
く
い
虫
被
害
は
、
マ
ツ
ノ
ザ

イ
セ
ン
チ
ュ
ウ
と
い
う
小
さ
な
線

虫
が
松
の
木
に
侵
入
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
松
が
枯
れ
て
し
ま
う
伝

染
病
で
す
。

　

松
く
い
虫
被
害
を
防
ぐ
た
め
に

は
、
葉
が
黄
色
に
変
色
し
た
松
や

枯
れ
た
松
を
早
い
段
階
で
取
り
除

く
こ
と
で
す
。
身
の
回
り
で
枯
れ

て
い
る
松
や
枯
れ
か
か
っ
て
い
る

松
を
見
つ
け
た
と
き
は
、
お
知
ら

せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

農
林
課
（
中
央
公
民
館

内
）

☎
０
１
７
８
・　

・
２
３
０
８

76

　

八
戸
市
森
林
組
合

☎
０
１
７
８
・　

・
８
１
５
７

21

　

Ｊ
ア
ラ
ー
ト
と
は
、
震
度
５
以

上
の
緊
急
地
震
速
報
や
武
力
攻
撃

な
ど
の
情
報
を
、
国
が
人
工
衛
星

を
通
じ
て
防
災
行
政
無
線
で
皆
さ

ん
に
お
伝
え
す
る
シ
ス
テ
ム
で

す
。

　
こ
の
た
び
、
次
の
日
程
に
よ
り

国
か
ら
の
試
験
情
報
を
伝
達
す
る

訓
練
を
行
い
ま
す
。
訓
練
当
日
は
、

防
災
行
政
無
線
か
ら
実
際
に
試
験

放
送
が
流
れ
ま
す
の
で
、
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

期
日　

９
月　

日
（
水
）

11

時
間　
　

時
頃
と　

時　

分
頃
の

11

11

30

２
回

放
送
内
容　
「
こ
れ
は
試
験
放
送

で
す
」
と
繰
り
返
し
た
あ
と
、

「
こ
ち
ら
は
防
災
南
部
町
で
す
」

と
放
送
す
る
予
定
で
す
。

問
合
せ　

総
務
課
（
本
庁
舎
）

☎
０
１
７
８
・　

・
２
１
１
１

84

　
ハ
ー
ト
フ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
の
皆

さ
ん
に
よ
る
読
み
聞
か
せ
で
す
。

事
前
申
込
み
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん

が
、
未
就
学
の
お
子
さ
ん
は
保
護

者
同
伴
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

期
日　

８
月　

日
（
日
）

25

時
間　
　

時　

分
～　

時

10

30

11

場
所　

名
川
中
学
校
図
書
室
１
階

問
合
せ　

社
会
教
育
課
（
南
部
分

庁
舎
）

☎
０
１
７
９
・　

・
２
１
３
２

34

☎
０
１
７
８
・　

・
７
１
０
０

60

　

障
害
者
が
日
頃
培
っ
た
職
業
技

能
を
競
い
合
う
「
あ
お
も
り
ア
ビ

リ
ン
ピ
ッ
ク
」が
開
催
さ
れ
ま
す
。

information

公募案内

後
期
高
齢
者
医
療
制
度

に
関
す
る
運
営
懇
談
会

委
員 お知らせ

information

防止連絡

松
く
い
虫
被
害

参加募集

あ
お
も
り
ア
ビ
リ
ン

ピ
ッ
ク

実施案内

Ｊ
ア
ラ
ー
ト
の
全
国

一
斉
訓
練

開催案内

お
は
な
し
会

対先月比

人 口
男
女
世帯数

20,061人　
9,608人　
10,453人　
7,529世帯

（−12）
 （−4）
（−8）
（＋2）

南部町の人口と世帯数
（平成25年７月22日現在）

今月の納期
個人町民税（２期）
国民健康保険税（２期）
介護保険料（２期）
後期高齢者医療保険料（２期）
納期限　９月２日（月）
口座振替日　８月26日（月）
問合せ　税務課（南部分庁舎）
☎0179-34-2586

８・９月の休日窓口開設日
平日は、予約制で18時まで窓口
を開設しています。

期日  ８月 ３日㈯、17日㈯
　　  ９月 ７日㈯、21日㈯
時間　８時15分～12時
場所　住民生活課 （南部分庁舎）
業務内容　住民票・印鑑証明
書の交付、印鑑登録

その他　死亡届けは、全ての
庁舎で受付けます。

問合せ　住民生活課 （南部分庁舎）
☎0179-34-2509
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頃
ま
で
で
す
。

問
合
せ　

な
ま
ず
養
殖
出
荷
組
合

夏
堀

☎
０
９
０
・
２
２
７
１
・
１
９
６
８

　

夏
休
み
期
間
中
は
、花
火
が
原

因
の
火
災
や
事
故
、水
の
事
故
が

多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

花
火
の
時
は
、消
火
用
の
水
を

用
意
し
た
り
、人
や
家
な
ど
に
向

け
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

参
加
資
格
や
経
費
な
ど
、
詳
し

く
は
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

期
日　
　

月
６
日
（
日
）

10

時
間　

９
時　

分
～　

時　

分

30

15

30

場
所　

青
森
職
業
訓
練
支
援
セ
ン

タ
ー
（
青
森
市
）

実
施
種
目　

日
本
語
ワ
ー
プ
ロ
、

パ
ソ
コ
ン
デ
ー
タ
ー
入
力
な
ど

参
加
受
付
期
限　

９
月
２
日（
月
）

問
合
せ　

青
森
高
齢
・
障
害
者
雇

用
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
０
１
７
・
７
２
１
・
２
１
２
５

　

中
学
生
以
上
の
町
民
を
対
象
と

し
た
バ
ウ
ン
ド
テ
ニ
ス
教
室
を
開

催
し
ま
す
。

期
日　

８
月　

日
（
日
）

18

時
間　
　

時
～　

時

13

16

場
所　

名
川
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン

タ
ー

問
合
せ　

町
バ
ウ
ン
ド
テ
ニ
ス
協

会
事
務
局
・
小
笠
原

☎
０
１
７
８
・　

・
3
2
6
7

84

　

東
北
新
幹
線
二
戸
駅
を
中
心
と

し
た
、
青
森
県
南
、
秋
田
県
北
東
、

岩
手
県
北
の
交
流
エ
リ
ア
（
ト
リ

コ
ロ
ー
ル
）
で
撮
影
し
た
写
真
を

募
集
し
ま
す
。

題
材

▽
自
由
部
門
／
交
流
エ
リ
ア
の

「
宝
」
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
写
真

▽
課
題
部
門
／
交
流
エ
リ
ア
の

「
花
」
の
写
真

応
募
締
切　

９
月
６
日
（
金
）

問
合
せ　

二
戸
広
域
観
光
物
産
セ

ン
タ
ー（
カ
シ
オ
ペ
ア
メ
ッ
セ
・

な
に
ゃ
ー
と
）

☎
０
１
９
５
・　

・
７
２
１
０

23

　

な
ま
ず
養
殖
出
荷
組
合
（
小
笠

原
義
信
組
合
長
）
で
は
、
組
合
員

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

活
動
期
間
は
、
４
月
か
ら　

月
11

　

ま
た
、水
の
事
故
を
防
ぐ
た
め

に
、泳
ぐ
前
に
は
準
備
運
動
を
行

い
、立
入
禁
止
区
域
に
は
絶
対
に

入
ら
な
い
で
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

三
戸
消
防
署

☎
０
１
７
９
・　
・
１
１
４
０

22

　

高
齢
者
消
費
者
被
害
が
、
青
森

県
内
で
急
増
し
て
い
ま
す
。
宝
石

や
貴
金
属
類
を
購
入
し
た
ら
割
高

で
買
い
取
る
と
だ
ま
し
た
り
、
宝

く
じ
の
当
選
番
号
を
教
え
る
な
ど

の
「
も
う
け
話
詐
欺
」
が
起
き
て

い
ま
す
の
で
、
十
分
に
注
意
し
て

く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

県
警
察
安
全
相
談
電
話

☎
０
１
７
・
７
3
5
・
9
1
1
0

注意喚起

高
齢
者
の
消
費
者
被
害

組合募集

な
ま
ず
養
殖
出
荷
組
合

行政相談・人権相談

期日　９月５日（木）
時間　13時～15時
場所　福地公民館、中央公民館、
南部公民館
問合せ△

行政相談は総務課（本庁舎）
　☎0178-84-2111△

人権相談は住民生活課（南部分
庁舎）☎0179-34-2509

知っていますか？高齢者虐待

　虐待を受けたと思われる高齢者
を発見した人には、法律によって
通報義務が課せられています。
　皆さんからの通報、相談によっ
て虐待を未然に防ぐことができる
ほか、虐待を受けている高齢者と、
虐待をしている家族などの救済に
もつながります。
　町では、通報があった高齢者や
家族に相談や指導を行っています。
　誰が通報したのかは周囲に漏れ
ることはありませんので、安心し
て連絡してください。
問合せ　南部町地域包括支援セン
ター（健康福祉課内）
　☎0178-60-7101

これが高齢者虐待

【身体的虐待】
言うことをきかないので、叩い
てしつけする。徘徊するので部
屋に閉じ込めるなど。

【世話の放棄・放任】
本人が必要とする介護・医療
サービスを、相応の理由なく制
限したり使わせないなど。

【心理的虐待】
怒鳴る、悪口を言う、暴言を吐
くなど。

【性的虐待】
排泄の失敗に対して、下半身を
裸にして放置するなど。

【経済的虐待】
日常生活に必要な金銭を渡さな
い。年金や預金貯金を勝手に使
うなど。

作品募集

ト
リ
コ
ロ
ー
ル
ふ
る
さ

と
写
真
コ
ン
テ
ス
ト

参加募集

バ
ウ
ン
ド
テ
ニ
ス
教
室

注意事項

楽
し
い
夏
休
み
の
過
ご

し
方
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町営市場の販売状況 （平成25年６月16日〜平成25年７月15日）

前年単価（円）キロ単価（円）売上額（千円）販売数量（手）品　名

2,35377740,74252,464サトウ錦（サクランボ）
4,2301,0143,8663,811紅秀峰（サクランボ）
3,8389112,2822,504南陽（サクランボ）
2,4825322,7745,216サミット（サクランボ）
1,8185201,7983,456ジャンボ錦（サクランボ）
8382734191,536北光（サクランボ）
1078210,163124,391豊後（梅）
32234521,26561,612八助（アンズ）
2442961,6885,702山形３号（アンズ）
56691,38419,980大　根
1751023253,180短根人参
29925916,27062,860長　芋
5679301,3881,493にんにく
5147476,2068,310生にんにく
386193415,230キャベツ
2202872,7939,739ね　ぎ
1341594,60828,932きゅうり
1932627,01426,770トマト
4425222,5874,953さやいんげん

※８月11日㈰は臨時開業日です。
●休場日
　8月４日㈰、14日㈬〜16日㈮、18日㈰、21日㈬、25日㈰、
　　28日㈬
　9月１日㈰、８日㈰、11日㈬、15日㈰、16日㈪、22日㈰、
　　23日㈪、29日㈰

空き家を募集しています

　町では、町内にある空き家の有効活用を通し
て、町民と都市住民との交流拡大や定住促進を
図るため、「空き家バンク」を設置しています。
　空き家バンクとは、町内にある空き家（空き家
の予定となるものを含む）の登録及び利用希望
者に関する登録を通して、空き家登録者及び空
き家利用希望者に対して情報提供を行うシステ
ムです。
　空き家の情報、新規登録を随時、受け付けて
いますので、現在住んでいない住居や近隣の地
域に空き家がありましたらお知らせください。
問合せ　農村交流推進課（中央公民館内）
☎0178-76-2310

　

名
久
井
農
業
高
校
で
は
、
子
ど

も
た
ち
に
、
郷
土
の
自
然
や
食
の

大
切
さ
を
理
解
し
て
も
ら
う
た

め
、
食
と
科
学
の
コ
ン
テ
ス
ト

「
ア
グ
リ
チ
ャ
レ
ン
ジ
大
賞
」を
開

催
し
ま
す
。
環
境
に
つ
い
て
の
観

察
や
実
験
、
長
ネ
ギ
を
使
っ
た
創

作
料
理
な
ど
、
皆
さ
ん
の
ア
イ

デ
ィ
ア
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

応
募
期
限　

９
月　

日
（
金
）

27

対
象
者　

小
学
生
及
び
中
学
生

問
合
せ　

名
久
井
農
業
高
校

☎
０
１
７
８
・　

・
２
２
１
５

76

　

放
送
大
学
は
、
テ
レ
ビ
な
ど
の

放
送
を
利
用
し
て
授
業
を
行
う
通

信
制
の
大
学
で
、
福
祉
や
経
済
な

ど
幅
広
い
分
野
を
学
ぶ
こ
と
が
で

き
ま
す
。
現
在
、
平
成　

年
度
第

25

２
学
期
（　

月
入
学
）
の
学
生
を

10

募
集
し
て
い
ま
す
。

申
込
期
限　

８
月　

日
（
土
）

31

資
料
請
求
・
問
合
せ　

八
戸
サ
テ

ラ
イ
ト
ス
ペ
ー
ス
（
ユ
ー
ト

リ
ー
内
）

☎
０
１
７
８
・　

・
１
６
６
３

70

　

は
ち
の
へ
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、
様
々
な
悩
み

を
抱
え
た
若
年
未
就
業
者（　

歳
15

か
ら　
歳
位
）や
、
保
護
者
を
対
象

39

に
、
無
料
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

期
日　

８
月　

日
（
水
）

21

時
間　
　

時
～　

時

10

17

場
所　

名
川
分
庁
舎

サ
ポ
ー
ト
の
流
れ

①
相
談
受
付
→
②
個
別
相
談
→

③
各
種
支
援
→
④
進
路
決
定

問
合
せ　

は
ち
の
へ
若
者
サ
ポ
ー

ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

☎
０
１
７
８
・　

・
８
５
８
２

51

　

８
月
は
、
電
気
使
用
安
全
月
間

で
す
。
夏
は
肌
の
露
出
が
多
く
な

り
汗
も
か
く
こ
と
か
ら
、
体
内
に

電
気
が
流
れ
や
す
く
な
り
、
感
電

事
故
に
つ
な
が
る
恐
れ
が
あ
り
ま

す
。
コ
ン
セ
ン
ト
を
抜
く
時
は
、

濡
れ
た
手
で
触
れ
な
い
よ
う
に
注

意
し
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ　

東
北
電
気
保
安
協
会
八

戸
事
業
所

☎
０
１
７
８
・　

・
２
２
７
０

20

作品募集

ア
グ
リ
チ
ャ
レ
ン
ジ

大
賞

注意喚起

電
気
使
用
安
全
月
間

開催案内

無
料
相
談
会

募集案内

放
送
大
学
受
講
生

空き家バンクイメージ図

空
き
家
所
有
者

空
き
家
利
用
希
望
者

所有物件の登録

申込みの可否

希望者情報等の提供

物件情報の提供

南
部
町

申込みの結果連絡

希望物件申込み

当事者間で詳細協議・契約



広報なんぶちょう　８月号21

の
採
用
試
験
を
行
い
ま
す
。

採
用
予
定
人
数

▽
初
級（
短
大
卒
・
高
校
卒
）　

人
14

程
度

▽
中
級（
大
学
卒
）７
人
程
度

試
験
日　

９
月　

日（
日
）

22

試
験
場
所　

八
戸
消
防
本
部

申
込
期
間　

８
月　

日（
月
）～　

12

26

日（
月
）

申
込
み
・
問
合
せ　

八
戸
消
防
本

部
☎
０
１
７
８
・　
・
２
１
３
２

44

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
接
続
回
線

サ
ー
ビ
ス
（
光
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド

サ
ー
ビ
ス
「
フ
レ
ッ
ツ
光
ネ
ク
ス

ト
」）
が
、
福
地
地
区
で
利
用
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
ー
青
森
八
戸
営

業
所
で
は
、
サ
ー
ビ
ス
の
開
始
に

伴
い
、
事
前
受
け
付
け
を
し
て
い

ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
お
問
い
合

せ
く
だ
さ
い
。

サ
ー
ビ
ス
提
供
開
始
日　

９
月　
17

日
（
火
）

問
合
せ　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
ー
青
森

八
戸
営
業
所

☎
０
８
０
０
・
８
０
０
・
５
０
０
０

　

自
衛
官
採
用
試
験
を
行
い
ま

す
。募
集
種
目
の
内
容
や
採
用
予

定
人
数
の
内
訳
な
ど
、詳
し
く
は

お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

▽
一
般
曹
候
補
生

採
用
予
定
人
数

　

男
子
／
約
３
６
０
０
人

　

女
子
／
約
２
０
０
人

資
格　
　

歳
以
上　

歳
未
満

18

27

一
次
試
験
日　

９
月　

日（
月
）

16

▽
自
衛
官
候
補
生

採
用
予
定
人
数

　

男
子
／
約
８
２
０
０
人

　

女
子
／
約
７
０
０
人

資
格　
　

歳
以
上　

歳
未
満

18

27

試
験
日　

　

男
子
／
９
月　

日（
木
）、　

日

26

27

（
金
）

　

女
子
／
９
月　

日（
水
）

25

▽
航
空
学
生

採
用
予
定
人
数

　

男
子
／
約
１
０
０
人

　

女
子
／
若
干
名

資
格　
　

歳
以
上　

歳
未
満

18

21

一
次
試
験
日　

９
月　

日（
土
）

21

※
資
格
の
年
齢
は
、平
成　

年
４

26

月
１
日
現
在
で
す
。

申
込
期
限　

９
月
６
日（
金
）

問
合
せ　

自
衛
隊
青
森
地
方
協
力

本
部
八
戸
地
域
事
務
所

☎
０
１
７
８
・　
・
１
９
２
０

45

　

八
戸
地
域
広
域
市
町
村
圏
事
務

組
合
消
防
本
部
で
は
、消
防
職
員

　

八
戸
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
で
は

不
用
品
と
な
っ
た
備
品
を
修
理
し

て
展
示
し
て
い
ま
す
が
、こ
の
再

生
品
を
抽
選
で
低
価
格
ま
た
は
無

料
で
提
供
し
ま
す
。

申
込
期
間　

８
月
３
日（
土
）～　
11

日（
日
）

申
込
方
法　

八
戸
リ
サ
イ
ク
ル
プ

ラ
ザ
に
備
え
付
け
の
申
込
用
紙

に
必
要
事
項
を
記
入
し
、提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

引
取
期
間　

８
月　

日（
土
）～　

17

25

日（
日
）。当
選
は
が
き
と
代
金

を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
み
・
問
合
せ　

八
戸
リ
サ
イ

ク
ル
プ
ラ
ザ

☎
０
１
７
８
・　
・
２
３
９
６

70

編集後記
　災害時に流れてくる大量の情報

や、鳴り止まない通報の電話をさ

ばきながら、特別警報を確実に伝

達できるのか。関係団体の連携と

日頃からの防災力を高めることが

重要だと感じました。【oga】

利用可能

光
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド

サ
ー
ビ
ス

採用試験

自
衛
官
採
用
試
験

福地第５分団が清掃活動

　南部町消防団福地第５分団（奈
良 大 分団長）は６月23日、高橋町

ひろし

内のゴミ拾いを行い、環境美化に
努めました。ごみ袋を手にした消
防団員らは、沿道に落ちている缶や
ペットボトルなどを拾い集め、奉仕
作業に汗を流していました。
　また、清掃活動をしながら、消火
栓と防火水槽の設置場所や、消火
活動の際に、いち早く災害現場に到
着できるルートを確認しました。
　奈良分団長は「今後も地域に貢献
できる様々な活動に取り組んでいき
たい」と話していました。

提供案内

再
生
品
を
提
供

緑の募金 ご協力ありがとう
ございました

　各町内会・事業所・学校をはじ
め、多くの皆さまの「緑の募金」
へのご理解とご協力によりまし
て、お寄せいただいた緑の募金の
総額は1,729,259円となり、公益社
団法人青森県緑化推進委員会に送
金しました。
　この募金は、森林整備（県内の森
づくりボランティア活動の支援）・
緑化推進（学校の緑化や緑の少年
団・各団体の支援）などに活用さ
れます。
　ご協力ありがとうございました。

採用試験

消
防
職
員
採
用
試
験
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万
円
、
広
域
農
道
補
修
事

業
４
９
９
万
２
千
円
、
達

者
村
モ
デ
ル
事
業
２
３
８

万
１
千
円
、
被
災
地
と
の

伝
統
文
化
交
流
事
業
１
０

０
万
円
、
町
特
産
品
Ｐ
Ｒ

販
売
事
業　

万
８
千
円
、

88

自
主
防
災
会
に
対
す
る
防

災
資
機
材
購
入
補
助
金
１

３
０
万
円
、
避
難
所
や
消

防
団
屯
所
へ
の
非
常
用
照

明
器
具
配
備
に
６
６
７
万

２
千
円
を
追
加
。

　

歳
入
で
は
、
市
町
村
元
気

事
業
補
助
金
７
６
０
万
２

千
円
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助

成
事
業
助
成
金
１
千
６
２

０
万
円
を
事
業
採
択
に
よ

り
追
加
。

　

合
計
で
３
千
１
５
８
万
３

第 33 号 発行・編集
議会広報編集委員会 ☎  0178・84・2111

化
に
よ
り
、
旧
福
地
村
に

お
い
て
活
用
し
て
い
た
農

事
無
線
が
移
行
完
了
し
た

た
め
、
設
置
条
例
を
廃
止

す
る
条
例
を
可
決
し
た
。

■
南
部
町
監
査
委
員
の
選
任

に
同
意

▽
監
査
委
員
１
名
の
辞
任
に

伴
い
、
後
任
と
な
る
監
査

委
員
１
名
の
選
任
に
同
意

し
た
。

▽
山
口 
裕
貢 
氏
（
沖
田
面
）

 
【
監
査
委
員
と
は
】　

識
見

を
要
す
る
住
民
１
名
、
議

員
１
名
が
選
任
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
　

町
の
予
算
執
行
（
法
令

準
拠
、
経
理
・
記
帳
、
現

金
な
ど
の
保
管
状
況
）
に

つ
い
て
、
毎
月
の
例
月
監

査
の
ほ
か
、
決
算
監
査
、

定
期
監
査
、
随
時
監
査
、

財
政
援
助
団
体
監
査
を
実

施
し
ま
す
。

「
町
の
子
育
て
に
つ
い
て
考
え
る
」

子
ど
も
・
子
育
て
会
議
条
例
を
制
定

■
平
成　

年
度
南
部
町
一
般

24

会
計
補
正
予
算（
第
̓
号
）

▽
主
な
補
正
は
、
歳
出
で
は

過
疎
集
落
な
ど
自
立
再
生

緊
急
対
策
事
業
の
採
択
に

よ
り
、
集
会
施
設
整
備
に

充
て
る
自
治
振
興
費
に
２

千
５
４
７
万
１
千
円
を
追

加
し
た
。
ま
た
、
減
債
基

金
積
立
金
に
２
億
２
千
４

３
４
万
８
千
円
を
追
加

し
、
公
債
費
（
町
の
借
入

金
返
済
に
係
る
お
金
）
負

担
に
備
え
積
み
立
て
た
。

　

歳
入
で
は
、
特
別
交
付
税

の
確
定
に
よ
り
、
１
億
４

千
４
２
０
万
８
千
円
を
追

加
し
、
地
方
交
付
税
の
額

を　

億
６
千
３
８
０
万
９

58
千
円
と
し
た
ほ
か
、
町
税

の
確
定
に
よ
り
、
７
千
１

６
２
万
５
千
円
を
追
加
し

た
。

　

合
計
で
２
億
５
千
２
２
１

万
６
千
円
を
追
加
し
、
予

算
の
総
額
を
歳
入
歳
出
と

も
に
１
０
５
億
１
千
６
７

２
万
６
千
円
と
し
た
。

　

第　

回
定
例
会
に
は
、
専
決
処
分
し
た
事
項
の
報
告
、
条
例
の
一
部
改

50

正
及
び
制
定
、
平
成　

年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど
が
上
程
さ
れ
ま
し

25

た
。
審
議
の
結
果
、
い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
承
認
・
可
決
し
ま
し
た
。

　

一
般
質
問
で
は
、
̔
人
の
議
員
が
町
側
の
考
え
を
た
だ
し
ま
し
た
。

第　

回
南
部
町
議
会
定
例
会　

̑
月　

日 
～ 
̒
月
̓
日

50

31

■
平
成　

年
度
一
般
会
計
補

25

正
予
算
（
第
１
号
）

▽
補
正
予
算
案
は
、
主
に
補

助
事
業
の
採
択
を
受
け
歳

入
歳
出
予
算
を
増
額
す
る

も
の
。

　

歳
出
の
主
な
補
正
は
、
旧

福
地
小
学
校
の
取
り
壊
し

に
係
る
設
計
費
２
７
８
万

６
千
円
、
２
町
内
会
が
自

治
総
合
セ
ン
タ
ー
（
宝
く

じ
）
へ
申
請
し
た
イ
ベ
ン

ト
や
防
災
に
係
る
資
機
材

な
ど
購
入
補
助
金
５
０
０

主
な
議
案

千
円
を
追
加
し
、
総
額
を

歳
入
歳
出
と
も
に　

億
３

95

千
１
５
８
万
３
千
円
と
し

た
。

■
南
部
町
子
ど
も
・
子
育
て

会
議
条
例

▽
子
ど
も
・
子
育
て
な
ど
、

児
童
福
祉
施
策
に
つ
い
て

調
査
審
議
す
る
会
議
を
設

置
す
る
た
め
の
条
例
を
可

決
し
た
。

■
南
部
町
農
事
情
報
無
線
の

設
置
に
関
す
る
条
例
を
廃

止
す
る
条
例

▽
町
広
報
無
線
の
デ
ジ
タ
ル
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矯
議
案
に
対
す
る
主
な
質
疑

■
反
対
討
論　

地
方
財
政
が

ひ
っ
迫
し
、
誰
で
も
負
担

増
は
避
け
た
い
と
思
う
が

「
そ
の
恩
恵
に
浴
す
る
の

は
い
ず
れ
私
ら
だ
」
と
考

え
、
少
子
高
齢
化
な
ど
に

よ
る
国
の
財
政
破
た
ん
の

加
速
を
避
け
る
た
め
、
消

費
税
増
税
は
や
む
を
得
な

い
と
考
え
、
消
費
税
増
税

の
中
止
を
求
め
る
こ
と
に

反
対
す
る
。

（
工
藤
久
夫
議
員
）

■
賛
成
討
論　
「
日
本
の
財

政
は
破
た
ん
す
る
」
と
の

意
見
だ
が
根
拠
に
乏
し

い
。
デ
フ
レ
下
に
あ
る
状

況
で
の
増
税
は
、
税
収
の

落
ち
込
み
や
景
気
減
退
に

つ
な
が
る
。
景
気
回
復
に

明
る
い
兆
し
も
あ
る
が
、

現
時
点
の
町
民
の
暮
ら
し

を
考
え
る
と
、
消
費
税
増

税
に
は
中
止
を
求
め
る
。

（
川
守
田
稔
議
員
）

■
消
費
税
増
税
の
中
止
を
求

め
る
意
見
書
案
【
総
務
企

画
常
任
委
員
会
提
出
】

▽
消
費
税
を
増
税
す
れ
ば
地

域
経
済
は
打
撃
を
受
け

る
。
特
に
税
金
分
を
価
格

に
転
嫁
で
き
な
い
中
小
企

業
経
営
を
追
い
込
む
。

よ
っ
て
政
府
関
係
機
関
に

対
し
、
住
民
の
暮
ら
し
と

経
済
に
深
刻
な
打
撃
を
与

え
る
消
費
税
増
税
の
中
止

を
求
め
る
。

▽
採
決
の
結
果
、
賛
成
多
数

で
可
決
。

※
可
決
さ
れ
た
意
見
書
は
、

政
府
関
係
機
関
に
送
付
し

ま
し
た
。

■
消
費
税
増
税
の
中
止
を
求

め
る
意
見
書
提
出
の
陳
情

書

 
【
陳
情
者
】　

青
森
県
社
会

保
障
推
進
協
議
会 
会
長 

大
竹
進
氏

 
【
陳
情
の
趣
旨
】　

消
費
税

増
税
と
社
会
保
障
の
一
体

改
革
に
お
い
て
検
討
さ
れ

て
い
る
消
費
税
の
増
税
に

つ
い
て
、
住
民
の
暮
ら
し

と
地
域
経
済
、
地
方
自
治

体
に
深
刻
な
打
撃
を
与
え

る
こ
と
か
ら
、
中
止
を
求

め
る
意
見
書
を
政
府
関
係

機
関
に
提
出
す
る
よ
う
陳

情
す
る
。

▽
総
務
企
画
常
任
委
員
会
に

付
託
。
審
査
結
果
は
採
択

と
報
告
さ
れ
た
。

▽
本
会
議
で
審
議
し
、
賛
成

多
数
で
採
択
し
た
。

 　矯 主な議案（第50回定例会）

消
費
税
増
税
の
中
止
を
求

め
る
意
見
書
提
出
の
陳
情

採
択
に
対
す
る
討
論

■
平
成　

年
度
一
般
会
計

24

補
正
予
算

 
【
問
】　

基
金
の
積
み
立

て
が
増
え
て
い
る
が
、

現
在
の
基
金
残
高
は
。

（
工
藤
久
夫
議
員
）

 
【
財
政
課
長
答
弁
】　

平

成　

年
度
末
で　

億
１

23

60

千
４
０
０
万
円
、
平
成

　

年
度
末
で　

億
４
千

24

71

４
０
０
万
円
、
比
較
し

て　

億
３
千
万
円
の

11
増
。

■
健
康
増
進
公
社
の
事
業

報
告

 
【
問
】　

参
加
者
が
少
な

い
教
室
・
講
座
を
精
査

す
る
考
え
は
。

（
中
舘
文
雄
議
員
）

 
【
商
工
観
光
課
長
答
弁
】

　

現
在
は
、
健
康
増
進

公
社
の
方
針
と
し
て
進

め
て
い
る
が
、
今
後
は

指
導
徹
底
し
た
い
。

■
子
ど
も
・
子
育
て
条
例

 
【
問
】　

会
議
は
総
合
子

ど
も
園
へ
の
移
行
を
進

め
る
も
の
か
。
ま
た
、

住
民
の
意
見
を
取
り
入

れ
ら
れ
る
構
成
員
か
。

（
立
花
寛
子
議
員
）

 
【
健
康
福
祉
課
長
答
弁
】

国
の
総
合
子
ど
も
園
構

想
は
と
ん
挫
し
て
い

る
。
認
定
子
ど
も
園
や

民
営
化
も
視
野
に
入

れ
、
会
議
で
検
討
し
た

い
。
会
議
の
構
成
員
は

保
護
者
、
町
民
を
含
む

　

人
程
度
を
想
定
。
子

15育
て
世
代
の
意
見
を
反

映
さ
せ
た
い
。

■
平
成　

年
度
一
般
会
計

25

補
正
予
算

 
【
問
】　

旧
福
地
小
学
校

取
り
壊
し
に
つ
い
て
具

体
的
な
説
明
を
。

（
立
花
寛
子
議
員
）

 
【
総
務
課
長
答
弁
】
取
り

壊
し
工
事
は
、
周
辺
住

民
の
理
解
を
得
て
、
秋

ご
ろ
か
ら
行
い
、
完
了

後
は
、
駐
車
場
と
し
て

活
用
し
た
い
。
併
設
す

る
体
育
館
は
利
用
者
が

あ
る
た
め
今
後
、
調
整

し
た
い
。

 
【
問
】　

達
者
村
事
業
を

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
化
し
た
が

自
立
し
て
い
る
か
。
事

業
の
受
益
者
が
偏
っ
て

い
な
い
か
。

（
川
守
田
稔
議
員
）

【
農
村
交
流
推
進
課
長
答
弁
】

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
青
森
な
ん

ぶ
の
達
者
村
は
、
体
験

活
動
の
受
け
入
れ
や
特

産
品
の
商
品
化
な
ど
農

業
を
活
か
し
、
町
を
Ｐ

Ｒ
し
て
い
る
。
会
員
も

町
内
に
広
く
募
集
し
て

い
る
。
町
の
達
者
村
事

業
と
相
乗
効
果
が
発
揮

さ
れ
る
よ
う
、
協
力
を

得
な
が
ら
、
自
立
経
営

で
き
る
よ
う
指
導
し
た

い
。
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質　

問　

南
部
藩
ゆ
か
り

の
地
で
あ
る
旧
南
部
中
学

校
跡
地
は
高
台
に
あ
り
自

然
環
境
が
豊
か
で
あ
る
。

整
備
に
よ
り
、
ゴ
ル
フ
の

シ
ョ
ー
ト
コ
ー
ス
と
す
る

な
ど
、
地
域
唯
一
の
憩
い

の
場
と
す
る
考
え
は
。

町
長
答
弁　

現
在
、
敷
地

は
史
跡
平
良
ヶ
崎
城
跡
と

し
て
町
が
指
定
し
て
お

り
、
県
の
遺
跡
台
帳
に
も

登
録
さ
れ
て
い
る
。

　

そ
の
た
め
、
文
化
財
保

護
法
に
よ
る
規
制
を
受
け

る
た
め
、
開
発
整
備
に
伴

う
発
掘
調
査
と
記
録
保
存

が
必
要
と
な
る
土
地
で
あ

り
、
町
で
は
国
史
跡
へ
の

追
加
指
定
を
目
指
し
て
い

る
。

　

整
備
、
活
用
に
つ
い
て

は
具
体
的
な
計
画
は
無
い

が
、
有
効
活
用
に
つ
い
て

地
域
住
民
や
関
係
保
存
会

の
方
々
と
協
議
、
検
討
し

た
い
。

質　

問　

青
い
森
鉄
道
三

戸
駅
の
裏
側
に
位
置
す

る
、
泉
山
道
地
区
の
道
路

は
、
道
幅
が
狭
く
、
自
動

車
の
す
れ
違
い
が
困
難
で

あ
る
ほ
か
、
歩
行
者
も
危

険
で
あ
る
。

　

ま
た
、
側
溝
が
未
整
備

の
た
め
、
道
路
に
排
水
が

流
れ
込
む
な
ど
、
衛
生
面

も
良
く
な
い
。

　

現
場
確
認
の
う
え
、
早

急
な
対
応
を
願
う
。

町
長
答
弁　

ご
指
摘
の
道

路
は
、
三
戸
町
泉
山
地
区

へ
通
じ
る
幹
線
道
路
で
あ

る
が
、
幅
員
も
狭
く
、
側

溝
も
未
整
備
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
通
勤
通
学
、
生
活

道
路
と
し
て
の
利
用
に
支

障
を
来
し
て
い
る
。

　

町
内
会
か
ら
も
要
望
書

が
提
出
さ
れ
て
お
り
、
町

道
整
備
計
画
に
組
み
込
ん

で
い
る
が
、
ま
だ
実
施
に

至
っ
て
い
な
い
。

　

私
も
現
場
に
行
き
、
お

よ
そ
２
０
０
㍍
前
後
の
区

間
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し

て
お
り
、
住
民
の
皆
さ
ん

に
は
大
変
ご
迷
惑
を
か
け

て
い
る
地
区
、
改
善
が
必

要
な
場
所
で
あ
る
と
認
識

し
て
い
る
。

　

地
域
住
民
の
利
便
性
向

上
と
交
通
安
全
の
観
点
か

ら
早
急
な
対
応
が
必
要
と

考
え
る
た
め
、
町
道
整
備

計
画
の
優
先
順
位
を
検
討

し
た
い
。

　

し
か
し
、
家
屋
、
工
作

物
の
移
転
な
ど
膨
大
な
事

業
費
に
な
る
こ
と
か
ら
、

町
単
独
の
予
算
で
は
な

く
、
交
付
金
事
業
を
活
用

す
る
計
画
と
し
て
進
め
た

い
。

　

三
戸
町
と
境
界
を
接
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
一
体

と
な
っ
て
整
備
で
き
る
よ

う
十
分
に
協
議
し
た
い
。

 　矯 一 般 質 問

工藤 幸子 議員

旧南部中学校跡地
の活用について 一

般

質

問

こ
こ
が
聞
き
た
い
！

旧南部中学校跡地（写真中央）

泉山道地区の道路（三戸町側から撮影）

 泉山道 地区の
いずみやまみち

道路整備について
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質　

問　

当
町
は
、
中
山

間
地
が
多
く
、
農
地
が
点

在
し
て
お
り
、
規
模
拡
大

を
目
指
す
農
業
者
へ
の
支

援
が
必
要
と
考
え
る
。

　

町
の
農
地
集
約
化
と
規

模
拡
大
、
法
人
化
に
よ
る

農
業
経
営
の
強
化
に
向
け

た
対
策
は
。

町
長
答
弁　

町
と
農
業
委

員
会
で
は
、
農
業
経
営
基

盤
強
化
促
進
法
に
よ
る
利

用
権
設
定
を
進
め
て
お

り
、
平
成　

年
̐
月
現
在

25

で
、
２
１
７
㌶
の
農
地
が

認
定
農
業
者
な
ど
の
担
い

手
へ
集
積
さ
れ
て
い
る
。

　

今
後
、
高
齢
化
な
ど
に

よ
り
、
農
地
の
貸
し
手
が

増
え
る
こ
と
が
予
測
さ

れ
、
農
業
委
員
会
は
じ

め
、
土
地
改
良
区
、
農
協

な
ど
と
連
絡
を
密
に
し
、

情
報
を
共
有
化
し
た
い
。

質　

問　

町
の
総
合
振
興

計
画
で
は
、
̒
次
産
業
化

に
一
部
触
れ
ら
れ
て
い
る

が
、
積
極
的
な
取
り
組
み

の
明
記
が
な
い
。
農
業
所

得
向
上
の
た
め
、
産
直
や

農
業
観
光
を
含
め
て
積
極

的
に
推
進
す
る
考
え
は
。

町
長
答
弁　

町
は
、
̒
次

産
業
を
広
域
的
に
事
業
展

開
で
き
る
農
業
経
営
者
の

起
業
に
よ
り
、
競
争
力
の

あ
る
農
家
の
育
成
と
確
保

を
目
標
と
し
て
計
画
を
策

定
し
て
い
る
。

　

こ
れ
ま
で
の
産
直
や
農

業
観
光
の
推
進
に
よ
り
、

̒
次
産
業
化
へ
の
取
り
組

み
は
小
さ
い
な
が
ら
も
根

付
い
て
い
る
と
考
え
る
。

　

国
は
、
各
都
道
府
県
に

相
談
窓
口
を
設
け
、
個
人

や
法
人
が
一
定
の
要
件
を

満
た
す
計
画
を
策
定
、
認

可
を
受
け
れ
ば
加
工
設
備

や
販
売
所
施
設
の
経
費
を

補
助
す
る
こ
と
と
し
て
い

る
。

　

町
は
、
所
得
向
上
に
つ

な
が
る
よ
う
、
事
業
の
活

用
を
支
援
し
た
い
。

質　

問　

政
府
は
、
自
給

率
の
向
上
に
も
積
極
的
に

取
り
組
む
方
針
で
あ
る
。

　

当
町
で
も
地
産
地
消
に

取
り
組
ん
で
い
る
と
思
う

が
、
更
な
る
食
料
自
給
率

向
上
へ
の
課
題
は
何
か
。

町
長
答
弁　

国
は
、
食
料

自
給
率
向
上
対
策
と
し

て
、
食
料
・
農
業
・
農
村

基
本
法
で
、
食
料
自
給
率

向
上
な
ど
に
係
る
基
本
計

画
を
策
定
し
、
平
成　

年
32

度
の
総
合
食
料
自
給
率
の

目
標
を　

㌫
に
引
き
上
げ

50

る
こ
と
を
、
閣
議
決
定
し

て
い
る
。

　

町
は
、
国
、
県
の
動
き

を
注
視
し
、
農
業
者
が
農

業
経
営
を
継
続
で
き
る
よ

う
、
補
助
事
業
を
積
極
的

に
取
り
入
れ
た
い
。

　

今
後
も
、
経
営
所
得
安

定
対
策
、
人
・
農
地
総
合

対
策
事
業
、
中
山
間
総
合

整
備
事
業
、
経
営
体
育
成

基
盤
整
備
事
業
な
ど
を
継

続
的
に
取
り
入
れ
、
自
給

率
向
上
を
図
り
た
い
。

質　

問　

子
ど
も
た
ち
の

た
め
に
給
食
は
必
要
。

　

し
か
し
、
提
供
数
が

年
々
減
少
す
る
な
か
、
経

費
負
担
が
増
え
る
学
校
給

食
セ
ン
タ
ー
の
管
理
や
設

備
に
問
題
は
な
い
か
。

教
育
長
答
弁　

平
成　

年
25

度
の
給
食
供
給
数
は
、
開

業
当
時
か
ら
、　

・
̔
㌫

13

減
の
１
千
７
１
３
人
分
と

な
っ
て
い
る
。

　

管
理
費
は
年
々
増
加
し

て
い
る
状
況
で
、
一
番
の

要
因
は
燃
料
費
の
高
騰
で

あ
る
。

　

調
理
員
な
ど
は
開
業
当

時
の　

人
を　

人
に
減
ら

21

18

し
、
県
負
担
の
栄
養
士
も

１
名
減
と
な
っ
た
。
食
育

指
導
は
栄
養
士
が
継
続
し

て
い
る
。

　

今
後
と
も
調
理
か
ら
食

事
ま
で
の
所
要
時
間
な
ど

「
学
校
給
食
衛
生
管
理
基

準
」
を
順
守
し
な
が
ら
、

食
育
に
資
す
る
給
食
の
提

供
と
経
費
の
節
減
に
努
め

た
い
。

 　矯 一 般 質 問
農
地
集
約
化
に

よ
る
規
模
拡
大

の
強
化

政
府
が
検
討
を
始
め
た
農
業
施
策
に

対
す
る
町
の
対
応
に
つ
い
て

中舘 文雄 議員

６
次
産
業
化

の
推
進

食
料
自
給
率

の
向
上

　１８４の先進事例から９課題（農地集約化、
６次産業化を含む）を設定し、先進事例の
全国展開を図るため施策を検討・具体化す
るもの。
　先進事例の全国展開により、「攻めの農
林水産業」を実現させ、『農山漁村に受け継
がれた豊かな資源を活用した経済成長と多
面的機能の発揮』と『食料自給率（カロリー・
生産額ベース）・食料自給力の維持向上』を
図り、農山漁村の豊かな資源が成長の糧と
なる地域の魅力あふれる社会を実現しよう
とするもの。
※農林水産省ホームページ「攻めの農林水
産業推進本部」から抜粋。

政府が検討する農業施策学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
管
理

運
営
に
つ
い
て
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質　

問　

政
府
は
、
憲
法

第
̕
条
を
改
定
し
、
日
本

を
海
外
で
戦
争
が
で
き
る

国
に
変
え
る
た
め
、
憲
法

第　

条
の
改
定
に
よ
る
憲

96
法
改
定
の
手
続
き
緩
和
を

押
し
出
し
た
。

　

そ
の
こ
と
が
、
自
治
体

に
与
え
る
影
響
「
自
治
体

破
壊
の
要
因
」
と
な
る
か

に
つ
い
て
、
町
長
の
見
解

を
問
う
。

町
長
答
弁　

憲
法
の
改
正

に
つ
い
て
は
、
現
在
、
各

分
野
で
議
論
中
で
あ
り
、

改
正
の
有
無
、
内
容
と
も

に
不
確
か
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
自
治
体
が
受
け
る
影

響
に
つ
い
て
は
、
懸
念
し

て
い
な
い
。

　

ま
た
、
自
治
体
破
壊
の

要
因
に
な
る
こ
と
に
つ
い

て
も
、
同
じ
で
あ
る
。

　

法
律
も
含
め
、
変
化
し

続
け
る
時
代
に
合
う
も
の

に
改
善
す
る
必
要
は
あ
る

と
思
う
が
、
基
本
法
で
あ

る
憲
法
に
つ
い
て
は
、
十

分
な
議
論
と
慎
重
な
検
討

が
大
切
だ
と
考
え
る
。

質　

問　

教
育
委
員
会
と

首
長
の
関
係
や
教
育
委
員

会
の
在
り
方
、
教
育
基
本

法
の
改
定
が
与
え
る
教
育

委
員
会
や
教
職
員
へ
の
影

響
に
つ
い
て
。

町
長
答
弁　

現
在
、
町
の

教
育
行
政
は
、
教
育
委
員

会
の
決
定
と
責
任
で
進
め

ら
れ
て
い
る
。

　

改
正
案
で
は
、
首
長
が

議
会
の
同
意
を
得
て
、
教

育
長
を
教
育
委
員
会
の
責

任
者
と
し
て
任
命
す
る
案

と
な
っ
て
い
る
。

　

権
限
の
行
使
や
責
任
の

所
在
が
、
子
ど
も
た
ち
の

た
め
と
な
る
よ
う
見
極
め

た
い
。

教
育
長
答
弁　

改
正
の
背

景
と
し
て
、
教
育
委
員
長

と
教
育
長
の
間
で
責
任
の

所
在
が
不
明
確
で
あ
る
こ

と
、
審
議
な
ど
の
形
骸

化
、
危
機
管
理
能
力
の
不

足
と
い
っ
た
課
題
が
挙
げ

ら
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
教
育
委
員
会
は

非
常
勤
で
あ
る
た
め
、
迅

速
な
対
処
に
限
界
が
あ
る

と
示
さ
れ
て
い
る
。

　

政
府
の
中
央
教
育
審
議

会
は
、
教
育
内
容
や
教
職

員
の
人
事
な
ど
中
立
性
の

確
保
か
ら
、「
民
意
を
代

表
す
る
首
長
が
教
育
行
政

に
連
帯
し
て
責
任
を
果
た

せ
る
体
制
に
す
る
」
と
提

言
し
て
い
る
た
め
、
動
向

を
注
視
し
た
い
。

質　

問　

公
営
住
宅
充
実

の
た
め
、
剣
吉
地
区
の
雇

用
促
進
住
宅
を
買
い
取
る

考
え
は
。

町
長
答
弁　

雇
用
促
進
住

宅
の
買
い
取
り
は
、
活
用

す
る
た
め
の
室
内
リ

フ
ォ
ー
ム
や
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
の
設
置
、
そ
の
後
の

改
修
や
解
体
、
建
て
替
え

の
費
用
を
考
え
る
と
、
多

額
と
な
る
た
め
、 難
し
い
。

　

現
在
、
ひ
ろ
ば
台
団
地

を
整
備
中
で
あ
り
、
そ
の

後
は
、
南
部
地
区
の
住
宅

整
備
に
取
り
か
か
る
計
画

を
進
め
て
い
る
。

　

若
者
や
高
齢
者
が
安
心

し
て
住
め
る
公
営
住
宅
の

充
実
を
図
り
た
い
。

質　

問　

安
倍
政
権
は
、

経
済
対
策
の
中
で
、
風
邪

の
治
療
を
７
割
負
担
に
す

る
な
ど
負
担
増
を
狙
う

が
、
町
立
病
院
の
経
営
に

与
え
る
影
響
は
。

町
長
答
弁　

社
会
保
障
制

度
改
革
国
民
会
議
で
検
討

さ
れ
て
い
る
、
医
療
保
険

制
度
改
革
で
は
、
入
院
医

療
の
機
能
分
化
と
し
て
、

一
般
病
床
を
高
度
急
性
期

や
一
般
急
性
期
、
亜
急
性

期
な
ど
に
、
療
養
病
床
を

長
期
療
養
病
床
に
見
直
す

案
が
出
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
案
で
は
、
名
川
病

院
の
病
床
は
、
一
般
急
性

期
と
長
期
療
養
病
床
に
な

る
と
想
定
さ
れ
る
。

　

ま
た
、
後
発
医
療
品

（
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品

な
ど
）
の
シ
ェ
ア
拡
大
や

　

歳
か
ら　

歳
ま
で
の
医

70

74

療
費
負
担
を
現
在
の
一
割

負
担
か
ら
二
割
負
担
に
す

る
事
も
検
討
さ
れ
て
い

る
。
負
担
増
に
よ
り
受
診

を
控
え
、
病
状
が
悪
化
す

る
と
、
医
療
費
の
増
に
つ

な
が
る
。
必
要
な
と
き
に

適
切
な
医
療
を
受
け
ら
れ

る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

　

現
時
点
で
は
、
詳
細
な

改
正
内
容
が
示
さ
れ
て
い

な
い
た
め
影
響
の
推
計
は

非
常
に
難
し
い
。

 　矯 一 般 質 問

急
性
期　

病
気
を
発
症
し
、
急
激

に
健
康
が
損
な
わ
れ
、
不
健
康

に
な
っ
た
状
態
。

高
度
急
性
期
病
床　

高
度
・
専
門

的
な
入
院
医
療
を
提
供
し
、
重

度
の
急
性
期
疾
患
に
対
応
す

る
。

一
般
急
性
期
病
床　

入
院
医
療
が

必
要
と
な
る
患
者
や
比
較
的
軽

度
な
急
性
期
の
患
者
に
対
応
す

る
。

亜
急
性
期
病
床　

急
性
期
の
状
態

を
脱
し
、
慢
性
期
に
移
行
す
る

ま
で
に
対
応
す
る
。

長
期
療
養
病
床　

病
気
・
身
体
は

安
定
し
た
が
、
完
治
し
な
い
長

期
の
療
養
に
対
応
す
る
。

用　

語　

解　

説

立花 寛子 議員

政
府
が
押
し
進
め
る
法
の
改
定

憲
法
第
̕
条
、
憲
法
第　

条
、

96

教
育
基
本
法
に
つ
い
て

社
会
保
障
制
度

改
革
と
町
立
病

院
の
経
営

公
営
住
宅
の

充
実
を

憲
法
改
定
の
動
き

に
対
す
る
町
長
の

見
解
は

法
改
定
が
与
え
る

教
育
委
員
会
や
教

職
員
へ
の
影
響
は
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質　

問　

町
の
農
家
の
世

帯
数
と
①
企
業
と
し
て
雇

用
を
伴
う
農
家
②
第
一
種

兼
業
農
家
③
第
二
種
兼
業

農
家
④
自
給
的
農
家
の
現

在
ま
で
の
推
移
と
現
状

は
。

町
長
答
弁　

①
農
業
を
企

業
と
し
て
雇
用
を
伴
う
の

は
、 ２
つ
の
法
人
で
あ
る
。

　

次
に
、
農
家
の
世
帯
数

と
②
③
④
に
分
類
し
た
場

合
（
下
の
表
を
参
照
）
で

は
農
家
数
の
減
少
、
農
家

離
れ
が
進
ん
で
い
る
。

質　

問　

農
業
経
営
者
と

第
一
種
兼
業
農
家
の
成
長

目
標
、
具
体
的
な
政
策
の

見
直
し
は
。

町
長
答
弁　

経
済
状
況
や

高
齢
化
、
就
農
人
口
減

少
、
農
地
集
積
状
況
を
踏

ま
え
、
県
の
指
導
に
よ
り

農
業
経
営
基
盤
の
強
化
の

促
進
に
関
す
る
基
本
構
想

を
改
定
し
、
効
率
的
か
つ

安
定
的
な
農
業
の
育
成
を

図
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

質　

問　

農
業
を
観
光
資

源
と
し
て
捉
え
た
場
合
の

成
果
と
、
今
後
目
指
す
方

向
は
。

町
長
答
弁　

成
果
と
し
て

は
、
収
穫
体
験
や
農
業
体

験
修
学
旅
行
を
合
わ
せ
た

年
間
来
客
数
が
、
過
去
５

年
間
の
平
均
で
約
６
万
４

千
人
で
あ
り
、
東
日
本
大

震
災
の
影
響
が
見
ら
れ
る

も
の
の
、
多
く
の
方
を
受

け
入
れ
て
い
る
。

　

今
後
は
、
農
業
観
光
に

携
わ
る
人
と
他
業
種
に
携

わ
る
人
が
協
議
・
連
携
で

き
る
よ
う
支
援
し
た
い
。

質　

問　

６
次
産
業
化
に

つ
い
て
、
先
進
事
例
と
町

の
目
標
は
。

町
長
答
弁　

県
内
の
先
進

事
例
と
し
て
は
、
お
い
ら

せ
町
が
青
森
ニ
ン
ニ
ク
の

商
品
化
を
し
て
い
る
。

　

町
の
目
標
は
、
起
業
の

支
援
に
よ
り
、
競
争
力
の

あ
る
農
業
者
を
確
保
す
る

こ
と
。

　

単
独
の
取
り
組
み
で
は

な
く
、
農
地
集
約
や
基
盤

整
備
、
担
い
手
育
成
、
高

付
加
価
値
型
・
環
境
保
全

型
農
業
な
ど
農
業
施
策
と

商
工
業
振
興
施
策
を
連
携

さ
せ
、
意
欲
の
あ
る
農
業

者
を
支
援
し
た
い
。

質　

問　

農
地
、
農
業
の

規
制
を
見
直
す
時
期
に

入
っ
て
い
る
と
思
う
が
、

農
協
や
農
業
委
員
会
に
対

す
る
今
後
の
方
向
性
は
。

町
長
答
弁　

政
府
は
農
業

を
成
長
産
業
と
し
て
再
生

す
る
た
め
、
農
地
法
な
ど

の
規
制
緩
和
に
加
え
、
農

業
委
員
会
や
農
協
の
改
革

も
検
討
し
て
い
る
。

　

国
民
の
世
論
や
時
代
に

即
し
、
適
正
な
規
制
改
革

が
進
む
よ
う
望
む
。

　

町
と
し
て
は
、
農
地
取

得
面
積
を　

㌃
か
ら
参
入

50

し
や
す
い　

㌃
に
下
げ
た

20

経
緯
も
あ
る
。

　

今
後
も
農
業
委
員
会
や

農
協
と
連
携
を
密
に
し
て

い
き
た
い
。

 　矯 一 般 質 問

農
地
、
農
業
の

規
制
見
直
し

工藤 久夫 議員

Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
参
加
と
安
倍
政
権
の

　
「
三
本
の
矢
」
成
長
戦
略
に
お
け
る

　
 
農
業
所
得　

年
で
倍
増
の
政
策
に
つ
い
て

10
６
次
産
業
化
の

取
り
組
み

農
業
観
光
の
成
果

と
、
今
後
目
指
す

べ
き
方
向

農
業
経
営
者
の

成
長
に
つ
い
て

町
の
農
家
の

現
状
に
つ
い
て

南 部 町 の 農 家 世 帯 等 の 推 移
【農林水産省　 農林業センサス】

平成22年
(2010年)

平成12年
(2000年)

平成２年
(1990年)

昭和55年
(1980年)分類　(単位：戸)

519463654758※専業農家

293468671747②第１種兼業農家
農業所得を主とする兼業農家

6449359951,196③第２種兼業農家
農業所得を従とする兼業農家

406370393233④自給的農家

1,8622,2362,7132,934合　　計
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質　

問　

南
部
町
の
食
料

自
給
率
の
推
移
と
今
後
あ

る
べ
き
方
向
性
に
つ
い
て

ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。

町
長
答
弁　

自
治
体
ご
と

の
デ
ー
タ
が
な
い
た
め
、

県
の
数
値
を
基
本
と
し
て

お
答
え
す
る
。

　
（
表
の
上
段
）青
森
県
は

平
成　

年
の
概
算
値
で
は

21

全
国
平
均
の
３
倍
、
１
２

１
㌫
で
東
北
３
番
目
の
自

給
率
と
な
っ
て
い
る
。

　
（
表
の
下
段
）
生
産
額

ベ
ー
ス
で
は
、
青
森
県
は

２
１
６
㌫
で
東
北
１
位
、

全
国
平
均
の
３
倍
と
な
っ

て
い
る
。

　

今
後
は
、
国
の
食
料
・

農
業
基
本
法
や
基
本
計
画

に
即
し
、
各
種
事
業
の
活

用
に
よ
り
、
食
料
供
給
県

の
一
翼
を
担
う
町
と
し

て
、
取
り
組
み
強
化
を
図

り
た
い
。

質　

問　

昨
年
制
定
し
た

「
鍋
の
日
」
条
例
を
活
か

し
、
地
産
・
地
消
を
進
め

る
具
体
策
は
。

町
長
答
弁　

南
部
町
笑
顔

あ
ふ
れ
る
明
る
い
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
推
進
条

例
、
通
称
「
鍋
条
例
」
の

基
本
方
針
に
は
、
地
産
・

地
消
の
推
進
も
含
む
。

　

町
内
の
民
設
、
公
設
合

わ
せ
て
̔
カ
所
の
産
直
施

設
で
は
、
利
用
す
る
町
民

に
町
内
産
の
農
産
物
を
供

給
し
て
い
る
。

　
　

月　

日
に
は
、「
鍋

10

20

の
日
｣
普
及
促
進
の
イ
ベ

ン
ト
を
開
催
す
る
。

質　

問　

有
害
成
分
含
有

の
恐
れ
が
あ
る
輸
入
食
品

に
つ
い
て
周
知
し
、
町
民

の
健
康
を
守
る
考
え
は
。

町
長
答
弁　

輸
入
食
品
に

は
多
少
な
り
と
も
不
安
が

あ
る
こ
と
も
事
実
で
あ
る

が
、
食
料
自
給
率
が　

㌫
40

を
下
回
る
日
本
の
生
活
に

は
欠
か
せ
な
い
存
在
で
あ

る
。

　

中
国
産
冷
凍
食
品
に
よ

る
薬
物
中
毒
を
踏
ま
え
、

国
は
、
輸
入
先
の
日
本
大

使
館
へ
の
専
任
ス
タ
ッ
フ

配
置
や
検
疫
強
化
な
ど
対

策
を
講
じ
て
い
る
。

　

情
報
収
集
と
食
の
大
切

さ
を
含
め
た
周
知
に
努
め

た
い
。

質　

問　

町
内
産
の
消
費

拡
大
と
二
次
加
工
品
の
普

及
拡
大
の
た
め
の
施
策
と

取
り
組
み
は
。

町
長
答
弁　

消
費
拡
大
に

つ
い
て
は
、
広
域
連
携
を

含
め
た
地
産
・
地
消
の
取

り
組
み
が
必
要
と
考
え

る
。

　

二
次
加
工
品
の
普
及
拡

大
は
、
個
人
、
団
体
な
ど

の
加
工
施
設
の
設
置
や
利

用
の
現
状
を
把
握
し
、
調

査
検
討
し
な
が
ら
、
よ
り

よ
い
体
制
を
築
い
て
い
き

た
い
と
考
え
る
。

 　矯 一 般 質 問
町
内
産
の
食
料

自
給
率
の
推
移 根市 　勲 議員

東北６県の食料自給率の推移
　　　　　　　　　【 農林水産省（食料需給表）抜粋 】

地
産
・
地
消
に
よ
る
町
民
の
健
康
増
進
と

安
心
・
安
全
な
食
品
の
普
及
啓
蒙

「
鍋
の
日
」
を

活
か
し
た
振
興

町
内
産
の
消
費
拡

大
と
二
次
加
工
品

の
普
及
拡
大

有
害
成
分
含
有
の

恐
れ
が
あ
る
輸
入

食
品
対
策

H21年H13年H３年S56年(単位:㌫)

121118120106青森県

108101113101岩手県

798196111宮城県

175158167162秋田県

134129142146山形県

878290101福島県

109105116118東　北

40404652全　国

H21年H13年(単位:㌫)

216197青森県

185181岩手県

103109宮城県

149148秋田県

162159山形県

118116福島県

147145東　北

7070全　国

〇生産額ベース食料自給率。平成21年は概算値。

〇カロリーベース食料自給率。平成21年は概算値。
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質　

問　

人
口
の
減
少
や

町
内
で
買
い
物
を
す
る
人

の
減
少
に
よ
り
、
町
の
商

店
が
減
少
し
て
い
る
。

　

競
争
原
理
と
し
て
仕
方

の
な
い
こ
と
だ
が
、
お
年

寄
り
が
買
い
物
を
す
る
場

の
減
少
と
言
え
る
。

　

こ
れ
に
加
え
、
消
費
税

増
税
は
商
店
に
と
っ
て
大

き
な
負
担
と
な
る
。

　

社
会
的
情
勢
を
踏
ま
え

た
商
業
の
振
興
に
つ
い
て

町
の
考
え
を
問
う
。

町
長
答
弁　

町
村
合
併
時

２
万
２
千
人
で
あ
っ
た
人

口
は
、
現
在
、
約
２
万
人

と
年
々
減
少
し
て
い
る
。

　

相
反
し
て
、
高
齢
者
が

年
々
増
加
し
て
い
る
こ
と

は
、
交
通
弱
者
の
増
加
を

示
し
て
い
る
。

　

交
通
弱
者
の
足
の
確
保

に
つ
い
て
は
、
多
目
的
バ

ス
、
里
バ
ス
を
運
行
し
、

買
い
物
や
通
院
に
ご
利
用

い
た
だ
い
て
い
る
。

　

地
元
商
店
の
減
少
は
、

高
齢
者
の
買
い
物
に
支
障

を
来
す
こ
と
か
ら
、
町
商

工
会
と
連
携
し
、
経
営
を

続
け
ら
れ
る
よ
う
支
援
し

た
い
と
考
え
る
。

　

商
店
の
皆
様
に
も
、
町

外
で
の
買
い
物
を
地
元
消

費
に
変
え
ら
れ
る
よ
う
、

町
や
商
工
会
と
共
に
戦
略

を
考
え
て
い
た
だ
く
な

ど
、
取
り
組
む
必
要
が
あ

る
と
考
え
る
。

　

こ
れ
ま
で
、
プ
レ
ミ
ア

ム
商
品
券
な
ど
支
援
し
て

き
た
が
、
経
済
状
況
な
ど

を
見
て
判
断
し
た
い
。

質　

問　

観
光
協
会
の
検

討
会
か
ら
、
観
光
事
業
の

窓
口
一
本
化
に
つ
い
て
答

申
を
受
け
た
。

　

他
町
で
は
、
観
光
協
会

の
法
人
化
に
向
け
た
取
り

組
み
も
見
受
け
ら
れ
る
。

　

昨
年
設
立
さ
れ
た
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
に
よ
る
協
会
運
営

も
考
え
ら
れ
る
が
、
町
の

考
え
は
。

町
長
答
弁　

町
観
光
協
会

の
改
革
検
討
委
員
会
か
ら

観
光
事
業
の
窓
口
一
本
化

と
民
間
移
行
に
つ
い
て
答

申
を
受
け
て
い
る
。

　

来
町
す
る
観
光
客
は
、

ま
つ
り
や
イ
ベ
ン
ト
、
農

業
体
験
な
ど
の
窓
口
は
一

つ
で
あ
る
と
捉
え
、
問
い

合
わ
せ
を
す
る
。

　

も
ち
ろ
ん
、
問
い
合
わ

せ
に
対
し
て
は
、
受
け
た

部
署
が
お
答
え
す
る
努
力

を
し
て
い
る
が
、
専
門
的

な
場
合
、
担
当
か
ら
の
確

認
が
必
要
と
な
る
。

　

町
観
光
協
会
長
も
自
立

に
向
け
て
前
向
き
で
、
協

会
員
へ
の
打
診
と
協
議
を

進
め
て
お
り
、
窓
口
の
一

本
化
に
向
け
た
検
討
が
で

き
る
と
考
え
て
い
る
。

　

昨
年
発
足
し
た
「
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
青
森
な
ん
ぶ
の
達

者
村
」
も
農
作
物
収
穫
体

験
や
農
家
民
泊
体
験
の
受

け
入
れ
事
業
を
進
め
る
。

　

こ
と
し
５
月
の
春
ま
つ

り
で
は
、
達
者
村
農
業
観

光
振
興
会
と
町
観
光
協
会

が
連
携
し
て
イ
ベ
ン
ト
を

実
施
し
た
が
、
前
年
よ
り

３
０
０
名
ほ
ど
観
光
客
が

増
加
し
た
。

　

現
在
、
長
谷
ぼ
た
ん
園

内
に
シ
ャ
ク
ヤ
ク
園
を
整

備
す
る
計
画
を
進
め
て
い

る
ほ
か
、
史
跡
な
ど
歴
史

的
な
資
源
も
あ
り
、
イ
ベ

ン
ト
や
観
光
資
源
な
ど
を

点
か
ら
線
へ
と
つ
な
げ
る

た
め
、
担
当
課
の
連
携
を

指
示
し
た
い
。

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
は
グ
リ
ー

ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
主
眼

を
置
い
た
事
業
を
展
開
し

て
お
り
、
本
年
度
は
次
の

３
事
業
を
柱
に
事
業
展
開

す
る
と
し
て
い
る
。

　

一
つ
目
、
県
内
外
の
関

係
団
体
と
連
携
し
た
体
験

な
ど
プ
ロ
グ
ラ
ム
開
発
、

誘
客
活
動
の
実
施
。

　

二
つ
目
、
町
内
の
魅
力

あ
る
商
品
づ
く
り
と
販
路

拡
大
。

　

三
つ
目
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

関
係
者
の
人
材
育
成
と
ま

ち
づ
く
り
中
間
支
援
。

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
今
後
の

活
躍
に
期
待
し
て
い
る

が
、
観
光
協
会
の
受
け
皿

と
な
る
に
は
時
期
尚
早
と

考
え
て
い
る
。

　

時
間
を
か
け
過
ぎ
ず
、

近
い
将
来
の
目
標
と
し
て

掲
げ
、
取
り
組
み
た
い
。

 　矯 一 般 質 問

山田 賢司 議員

各
種
観
光
資
源
の

窓
口
一
本
化
を

町
の
商
業
振
興
と

　
 
観
光
事
業
に
つ
い
て

お
年
寄
り
な
ど
の

生
活
を
支
え
る
、

町
内
の
商
店

南部町春まつりと共催した「果樹の花見散策ウォーク」の様子
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質　

問　

工
藤
町
長
は
、

新
南
部
町
の
初
代
町
長
と

し
て
当
選
し
、
町
民
と
の

キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
対
話
を

通
じ
て
、
笑
顔
で
住
み
よ

い
元
気
な
町
に
な
る
よ

う
、
全
力
で
取
り
組
ん
で

き
た
。

　

合
併
当
初
か
ら
、
合
併

協
議
事
項
を
優
先
し
、
旧

町
村
の
枠
を
超
え
、
多
く

の
町
民
が
融
和
し
た
町
づ

く
り
を
進
め
、
２
期
目
に

は
、
そ
れ
が
評
価
さ
れ
、

無
投
票
当
選
し
、
各
種
政

策
を
実
施
し
て
い
る
。

　

そ
の
卓
越
し
た
手
腕
に

よ
り
、
任
期
満
了
に
伴
う

町
長
選
に
立
候
補
の
う

え
、
勝
利
し
、
継
続
し
て

町
政
運
営
を
担
っ
て
い
た

だ
く
よ
う
要
請
し
、
町
長

の
所
信
を
伺
う
。

町
長
答
弁　

昭
和
の
合
併

か
ら　

年
、
そ
し
て
平
成

50

の
合
併
と
な
り
、
合
併
前

の
愛
町
心
、
愛
村
心
が
あ

る
な
か
で
も
、
新
町
の
一

体
感
が
表
れ
て
き
た
実
感

を
持
っ
て
い
る
。

　

南
部
町
が
誕
生
し
、
７

年
半
。
様
々
な
課
題
も

あ
っ
た
が
、
町
総
合
振
興

計
画
を
策
定
し
、
住
民
の

協
力
を
得
て
、　

・
２
㌫

95

の
実
施
率
と
な
っ
た
。

　

振
り
返
る
と
、
新
町
に

な
り
、
１
期
目
は
新
町
建

設
計
画
の
ほ
と
ん
ど
の
項

目
が
「
合
併
後
に
統
一
す

る
」こ
と
と
な
っ
て
お
り
、

種
を
ま
く
の
で
は
な
く
、

畑
を
耕
す
と
こ
ろ
か
ら
始

め
た
も
の
も
あ
っ
た
。

　

財
政
面
で
は
、
健
全
で

安
定
し
た
財
政
運
営
を
心

掛
け
、
補
助
事
業
を
活
用

し
、
約　

億
円
の
地
方
債

60

を
減
ら
し
、
基
金
を　

億
37

円
増
や
す
こ
と
が
で
き

た
。

　

将
来
的
な
財
政
健
全
化

を
視
野
に
入
れ
、
畑
を
耕

し
、
種
を
ま
い
た
つ
も
り

で
あ
る
。

　

き
れ
い
な
花
を
咲
か
せ

た
い
と
考
え
て
い
る
が
、

選
挙
は
一
人
で
戦
え
な

い
。

　

現
時
点
で
、
後
援
会
や

議
員
の
皆
様
に
次
期
選
挙

に
つ
い
て
相
談
し
て
い
な

い
状
況
で
あ
る
。

　

今
回
い
た
だ
い
た
要
請

や
、
多
く
の
議
員
か
ら
寄

せ
ら
れ
た
、
身
に
余
る
激

励
を
踏
ま
え
、
前
向
き
に

相
談
し
た
い
と
考
え
る
。

質　

問　

町
職
員
か
ら

「
自
治
体
は
儲
け
て
は
い

け
な
い
」
と
い
う
言
葉
を

聞
く
が
、
違
和
感
が
あ

り
、
消
極
的
な
印
象
を
受

け
る
。

　

自
治
体
に
お
け
る
「
儲

け
る
」
と
言
う
概
念
と
法

的
根
拠
、
使
用
料
や
手
数

料
と
の
整
合
性
に
つ
い
て

説
明
を
求
め
る
。

町
長
答
弁　

地
方
公
共
団

体
に
お
け
る
、「
儲
け
る
」

と
い
う
概
念
だ
が
、
正

直
、
行
政
で
は
「
儲
け
る
」

と
い
う
言
葉
を
日
ご
ろ
使

わ
な
い
の
が
実
情
で
「
利

益
を
上
げ
る
」
と
い
う
こ

と
で
お
答
え
す
る
。

　

地
方
自
治
法
第
２
条
第

　

項
に
「
最
小
の
経
費
で

14最
大
の
効
果
を
上
げ
る
」

こ
と
が
明
記
さ
れ
、
費
用

対
効
果
と
い
う
意
味
で
利

益
に
含
ま
れ
る
と
考
え
る
。

　

ま
た
、
補
助
金
の
活
用

や
、
事
業
の
実
施
に
よ
り

住
民
や
企
業
の
利
益
向
上

を
図
り
、
税
収
の
ア
ッ
プ

や
人
口
増
加
、
町
が
活
性

化
す
る
こ
と
も
利
益
で
あ

る
と
考
え
る
。

　
「
儲
け
て
は
な
ら
な
い
」

と
い
う
法
的
根
拠
は
な

く
、 利
益
を
上
げ
、 町
の
活

性
化
に
つ
な
げ
る
こ
と
は

重
要
で
あ
る
と
考
え
る
。

　

し
か
し
、
地
方
自
治
法

第
１
条
の
２
に
あ
る
よ
う

に
、
単
に
利
益
を
追
求
す

る
の
で
は
な
く
「
地
方
公

共
団
体
は
、
住
民
の
福
祉

の
増
進
を
図
る
こ
と
を
基

本
と
す
る
」
こ
と
が
大
切

で
あ
る
と
考
え
る
。

　

住
民
か
ら
過
剰
な
収
入

を
得
る
の
で
は
な
く
、
事

務
事
業
で
利
益
を
上
げ
、

よ
り
高
い
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
す
る
こ
と
で
利
益
を
還

元
す
る
こ
と
を
常
に
考
え

る
必
要
が
あ
る
。

　

公
共
施
設
の
使
用
料
や

住
民
票
の
手
数
料
は
、
行

政
財
産
の
使
用
や
維
持
管

理
、
運
営
に
要
す
る
経
費

と
し
て
ご
負
担
い
た
だ
い

て
お
り
、
地
方
自
治
法
の

規
定
に
よ
り
、
条
例
に
定

め
、
受
益
者
負
担
を
原
則

と
し
て
い
る
。

　

民
間
の
場
合
は
「
儲
け

る
」
と
い
う
言
葉
が
日
常

的
で
あ
る
と
思
う
が
、
行

政
で
は
な
じ
み
が
薄
い
た

め
、
職
員
の
言
葉
も
、
日

ご
ろ
使
っ
て
い
な
い
と
い

う
意
味
合
い
で
は
な
い
か

と
思
う
。

　

将
来
の
安
定
し
た
ま
ち

づ
く
り
の
た
め
、
現
年
度

の
町
の
予
算
を
黒
字
化

し
、
次
年
度
以
降
の
町
づ

く
り
に
還
元
す
る
よ
う
、

今
後
も
努
め
た
い
。

 　矯 一 般 質 問

来年２月の町長選に向け
工藤町長の所信を伺う

河門前 正彦 議員

川守田 稔 議員

自治体経営において
「儲けてはいけない」
とする考えについて
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 　矯 各常任委員会 所管事務調査報告・特別企画記事

産業建設常任委員と農園主、町担当職員

　産業建設常任委員会（川守田稔委員長）は、観光さく
らんぼ園の現状について現地視察したほか、誘客状況や
施設等の概要、課題について、担当職員から説明を受け
ました。

観光さくらんぼ園の現状について調査
しました。
　　　　　　　第２回産業建設常任委員会（７月４日）

審査の様子

消費税の増税中止を求める陳情について審
査しました。

　総務企画常任委員（馬場又彦委員長）は、消費税増税
の中止を求める陳情について、政策や社会情勢などの観
点から審査しました。
　国策でありながらも、町民の生活に大きく関わる問題
であることから、慎重に審査し、採択が妥当との意見を
まとめました。

　　　　　　　第２回総務企画常任委員会（５月３０日）
　　　　　　　第３回総務企画常任委員会（６月４日）

議
会
広
報
編
集
委
員
会

　

委
員　
 山
田　

賢
司　

記

編

集

後

記

　

田
植
え
も
終
わ
り
、
野
山

は
新
緑
の
季
節
に
な
り
ま
し

た
。

　

夏
の
果
物
の
サ
ク
ラ
ン
ボ

も
今
年
は
豊
作
だ
と
思
わ
れ

ま
す
。

　

昨
年
の
作
柄
を
考
え
た

ら
、
生
産
者
の
方
々
も
一
安

心
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

一
方
で
は
、
田
ん
ぼ
に
水

が
十
分
に
入
ら
な
い
。
実
が

大
き
く
な
ら
な
い
な
ど
、
水

不
足
が
心
配
さ
れ
て
お
り
ま

す
。
温
暖
化
の
影
響
が
益
々

深
刻
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

世
界
の
人
口
は
現
在
約　
70

億
人
で
、　

年
後
は　

億
人

30

90

に
な
る
と
予
測
さ
れ
て
お
り

ま
す
。
逆
に
日
本
の
人
口
は

現
在
１
億
２
千
７
０
０
万

人
、　

年
後
は
１
億
人
ま
で

30

減
少
す
る
と
言
わ
れ
て
お
り

ま
す
。

　

南
部
町
も
例
外
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
２
万
人
を
切
ろ
う

と
し
て
い
ま
す
。
南
部
町
も

八
戸
圏
域
の
中
で
、
将
来
に

向
け
て
地
域
の
連
携
、
結
び

つ
き
を
大
事
に
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
考
え
ま
す
。

特別
企画

八戸市、三戸町、五戸町、田子町、階上町、新郷村、おいらせ町、南部町

が  “創る”  地域の連携 八戸圏域定住自立圏。
　

地
方
が
、
地
域
形
成
に

励
み
、
都
市
へ
の
人
口
流

出
を
食
い
止
め
な
が
ら
、

都
市
か
ら
地
方
へ
人
の
流

れ
を
創
出
す
る
た
め
の
施

策
で
、
中
心
市
と
周
辺
市

町
村
で
構
成
す
る
。

　

一
対
一
の
協
定
を
締
結

し
て
相
互
の
連
携
・
協
力

に
よ
り
、
圏
域
全
体
の
活

性
化
を
図
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
る
。

　

八
戸
圏
域
定
住
自
立
圏

構
成
市
町
村
の
議
員
合
同

で
、
検
討
会
議
や
成
果
の

聴
取
会
、
研
修
会
（
調
査
）

な
ど
活
動
し
て
い
る
。

　

平
成　

年
の
協
定
締
結

21

か
ら
現
在
ま
で
、
路
線
バ

ス
上
限
運
賃
化
（
八
戸
市

ま
で
５
０
０
円
）、
ほ
っ

と
ス
ル
メ
ー
ル
、
ド
ク

タ
ー
カ
ー
、
子
育
て
集
い

の
広
場
（
は
っ
ち
）、
福
祉

避
難
所
な
ど
、　

施
策
、

22

　

事
業
を
実
施
及
び
着
手

30し
て
い
る
。

定
住
自
立
圏
と
は

議
員
の
活
動

成
果
と
現
状

　
「
地
方
」と
呼
ば
れ
る
地

域
は
、
少
子
高
齢
化
が
進

み
、
税
収
入
減
少
の
一
因

と
な
っ
て
お
り
、
南
部
町

も　

㌫
を
地
方
交
付
税
な

81
ど
依
存
財
源
に
頼
る
。

　

国
の
財
政
も
潤
沢
と
は

言
え
ず
、
地
方
自
治
体

個
々
で
は
今
ま
で
通
り
の

住
民
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
が

難
し
く
な
る
だ
ろ
う
。

　

そ
こ
で
、
国
は
定
住
自

立
圏
構
想
を
考
案
し
、
各

種
事
業
に
よ
り
住
民
の
利

益
も
向
上
し
て
い
る
。

　

平
成
の
大
合
併
以
前
も

多
大
な
事
業
費
の
か
か
る

水
道
、
塵
芥
、
消
防
な
ど

広
域
で
運
営
し
て
い
る
。

　

し
か
し
、
国
の
想
定
よ

り
進
ま
な
い
合
併
か
ら
の

切
り
替
え
、
地
方
分
権
、

さ
ら
に
道
州
制
へ
の
足
が

か
り
と
も
考
え
ら
れ
る
。

　
「
地
方
」の
不
利
益
と
な

ら
な
い
よ
う
、
情
報
を
集

め
、
注
視
し
た
い
。

議
会
広
報
編
集
委
員
会

副
委
員
長 
夏
堀　

文
孝　

記

な
ぜ
、
定
住
自
立

圏
な
の
か
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多 彩 なイ ベ ン トに ７万 人 
第22回ジャックドまつり 

　

7
月　

・　

日
の
2
日
間
、
第　

回

13

14

22

ジ
ャ
ッ
ク
ド
ま
つ
り
が
南
部
町
ふ
れ
あ

い
公
園
で
開
か
れ
、
ラ
イ
ブ
や
花
火
大

会
な
ど
の
多
彩
な
イ
ベ
ン
ト
に
、
7
万

人
が
訪
れ
ま
し
た
。

　

ス
テ
ー
ジ
で
は
、
南
部
町
出
身
の
江

刺
家
勲
さ
ん
の
お
笑
い
コ
ン
ビ
「 ゙ 
寺

Ｘ
」（
デ
ラ
ッ
ク
ス
）
が
、
コ
ン
ト
を
披

露
し
た
り
、
司
会
者
と
と
も
に
ま
つ
り

を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

　

恒
例
の「
な
ま
ず
勝
ち
抜
き
競
泳
会
」

に
は
、
子
ど
も
が
参
加
。
思
い
ど
お
り

に
進
ま
な
い
ナ
マ
ズ
の
泳
ぎ
っ
ぷ
り

が
、
会
場
の
笑
い
を
誘
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
東
日
本
大
震
災
で
被
災
し
た

岩
手
県
山
田
町
か
ら
も
山
田
大
神
楽
が

初
参
加
し
、
気
迫
の
演
舞
を
披
露
し
ま

し
た
。

田上よしえ㊧＆鬼ヶ島がコントで観客を笑いの渦に概

テ
ク
ノ
ポ
ッ
プ
と
民
謡
が
コ
ラ
ボ
し
た

ネ
オ
バ
ラ
ッ
ド
オ
ン
ス
テ
ー
ジ

両
親
が
南
部
町
出
身
の
坂
本
り
え
さ
ん
が

Ｃ
Ｄ
デ
ビ
ュ
ー
を
記
念
し
て
民
謡
シ
ョ
ー南部町出身のお笑い芸人江刺家勲さん㊨が凱旋概

寺 ゙ Ｘ（デラックス）お笑いライブ

震災の復興を祈願し岩手県山田大神楽が初登場㊤／福地
よさこいの会が元気に踊りを披露

会場を盛り上げたなまず勝ち抜き競泳会 白神のライブに観客はうっとり 有名人が多数涯やしろ優ものまねショー


